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回折格子によつて発生した空間搬送波

の 変 調 と復 調 に よ る 歪 測 定

三 野 正 幸
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カミ・
｀tつ 4ヽ せ在1よ 1■ 濱ゝ処牧 旬に■言い友リイ■きヽ と

~言
うに 、ヽと 1よ ら19■

ずЪらヽ 6｀ 為 た もミとるぐざ
:t、

 iヒ嗜 ミ に ち:り｀
もlミ 踊虹1机 |卜 えヽ 1な の合ヽ

4仁 と ,若ゝげ よう lCリト牲月乳時、波奄t′ ミi寸育 ゝ夏
=も

ヽ杏宝■ a対象

“

I′
ミ減

ピ~こ えμん″ #姥易得 ■ゲ≧じι`フれlプ 、つL竜囁■疑つ■■'わ ら■9

分i争 ||九 つ強カミ介 i今 と したく るヽことパ ごミも。 れつれ ダヽ つも

え_1■ に つ り`し§1.{ぜ
′
家うた千ミ健ごギ 2じ とと し Z§ 1・ 3ご 為象

す る。

´

０

　

　

′
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イ 。 1 冬■、北乍 可、つネ苦「象可ミ竜命

え キ 薦J専 キ 1.11ム |ミ 薫 じヘミ リど 、物 昨́ l■ コン デ ニ` サ ー レン

ズ
:ご

fお Fグ Qつ |す 囁 に 置 うヽれ 、■ ■ 九滉、つ霞́ 1事 コ ン デ ン す―

レンス・ ごrち ょび
)α

らは よ っ Z「士影 レ >ズ1つ
唯 軸上.に 年́ ゴれ ヽ。

コ _Lテ "ヽ つ
~~‐‐レ )´ ズ

lご
′1よ 、 光_二鳳と、つ i■議 やミιfつ 壽費ヨi■ 亀色とう'

もよ う に 置 るヽ キt乙 ぃ́ Ъ 。 したるせ,こ )L鶉、らく、こ′え』ち長、ゼ
1■
リキt嘲ば、

物 q卜 1ざ ‐1卜 祉1'■ どヾり3電 これ もこ ととみ｀り、え降 つ 地́与 爵、ミネミ■

ても土■どの ■́オ1つ た も ′ご犠曇ごヽキーこと1)も もつ ぜ あ り 、 コ ニ デ
｀
主ィ

す 一 レ ン ズ
:ごf2■Jノ 乙 6、 ′1'″卜と コニ デ 主́ ~ナ ー レ}ズlQと

つ費

薔強に 置 |す ぱ
1、 1ゝ/_｀

lt'ミ 述: ヾも つ と
'百
ド ネЪイ与、鳴 彎́、えせヽ ダイて も.

オ 1.lЩ に黒 した こセ く 、4匂 件 ぬ つ rvく θ と報ヒ■多レニ だつ 寂

卜1と と暴 ム(光 鎖ヽ べ 九軸 とろ'す 棒12∝ と し 、 ■ /こ こつ た」禄 あ(1■

ぬ つ 中マ 0′ ′こ■1選已した と ミ |ミ ЙJ穐 と奪 寸
´
亀 ヒ α

′
と■ 5。  こ つ

イヽ『ルキ負12二
′ Ll′ ク

牛
ノηll夢

汽
れ ,シ Ⅵ咤ち″

勁
衛

一ア

ズ

ヽ
′
　
ヽ
′

コ

ル /
コンデ

1)サー

レンズごル

H

り唱́ レンズ
1

L イ奏に1義 Sd
九咽tS

例外 ←

オ イ.イ 劇  鳴 日ヽ 薫 と粋tr竿 f́象 しださ′=署、
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ЙL碧二 会勾マト砲つ■廷サコ|こ 」ご亨ヽ し‐
こlLジRと 女

=わ
も、や́′えH′ と し て、

ず つユ iやい )と 簡 守‐1ミ
3‐ 5/さ りに「たつ よ う電線こ形 9■ 1えた蝶tt

」考え る。

た二~善
ノ ど二

善 , χ
′=苓

,κ =(1等忍んα)U, r′ =(;

“

′=(I″多q′)U′ リツ′くf

こ こ (こ (X,V)′ (Xt Y′ )ノ (υノV)‐および'CUt V′ )の メt,こ 4蓼 1ざ 増いノくすこ

ずヒ2■、し
~Lヽ )る 。 ■ ん入J志 た、つカレ‐ ザち も。 この (1.1)つ た

換た本取L′ヽ )ヽも とこ光ゴな仙 い、つ め 工やりと投二影 レ )″ ズ`最 砲 ヒつ 々

つ共申し1ち と1よ

「ミげ :L喋 (直 うt外ざ
'シ

し、 卜た敏|や卜島 1∫^つ ち 二や′と

たの■嘉7Lをィ碁、」
'Pと

|よ |ミ じブ■1■、企 、バ
'ヽ

ルマタき9

_た ジネつ理昇tLイな¬口と B′(1∠
『

)と し1 )L)驚ぃへ り、ヤノ(χ;7)に ι女ぼう・b

4炊ィト書ぃな と を え Ъ . こつ役をもヽ光.)増、に よ っ て た喫J体上 (α ′́■ナ)′ ユち
1

('こ 生 げ も を 友 の ネユキ 橡 '庵
終

は L~C"′ け〕ど あ もとす も . ,ヽょ 4勾

'卜

つコ三埋L三

=る
)や

ネ*ネ
LO〔に,′け〕 と すれ ゴヽ、 資 っ 4ヶF卜 と興」亀 し た 〕L

ネ なっ隠 /vノ |ホ _0。 ～ +002■ た、北増、タトご'1よ ぼ(■うむつ=θ と‐考え .ヽ

スト fに つ期 、めひ′χ3■ Fデ ガ
U′

り出牧 lごDり しも|マ斑 とす も.

ネネ たゴたり捌 亀ιとい瀾 Jと いlt弩 に諄とわ したもつごにι√ と言 け .ゝ

ネ*米 ―性 つ牢at昨‐ttな漱つも梃1■ つン載■t`ハ ざす日ミJミ奇千と、九:我 9ヽイエ相

′主隻 亀 とい え も (́■料 介シ,つ l■lち 二無 らユ てヽ り、ベ ミ 奇 う と∫(“ :り 、

íいイクト」T2ゞ
`め

,・ひ〕どすキtば'4為■ 1よ

∫(“′′の 源やlι′(ι′.´)l

8
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つ4_モ辱tフた1亀 fよ E(“′́υl)`'こ
“
ノの と‐7]｀ Ъり )ヽよ ノ`知倅 Lこιι,け )、ミノ|こ 1ら も

豫 f鳥 ( 、 イン阻 ‐ゼ1口 つ、や′光
`,飛

の拒虹「さ、 たつ袂苺L点′〔ん,2升)■ ヤ/ヾ

と し■為 え、4つ 竜 葦確 島 L意 (κ
′―″ノrひ 4_τり ご幸きらす。簡単 の

たりに ヨ主́ =デ
1卜

す ― レ〕ィズ
｀
Qと 時亀41た九 ど‐

ち もと し、今勾体 駐ミ

北 し、■彙多レ>ズ｀
ムょっ鳳瑾Fコ .ヽも 比 Lケ ヾてこ

~夕
だ ウ`「つプ■ilさ

とギさぅ い )う どす る。 t彙多レ′>ズ｀
のユ戯覆rk先こと 1″てて′3)と しヽ

ただ` χ

`と

″プ とlよ 竣́ ヽrヽ ざりもこと 理お九 して

方(`′メ〕=lCLτてλ′U)2脅'1ガ (κ安:十 υ
′
で)lχZんど こ′.2)

で'ミゝ
~ミ

Jに る 。 '47:・ し

7(■′U)=宥 1/ι f″こん冒)i /｀~ヨ ユニ r

工・ ‐`12>r

宅′
める . 

´
こン(えノ1)は

“

二θ′マジアr・ θ ′こi誉 _｀
jた 、れた,f之手、′ミざ)ご イトる

｀

れ る技 影 レ )´ ズ
1の

瞳 由1に ら'|り
‐

奄ゝ 彙礫 鳴―針脊 ピち ,て 虹島枚

と呼 lざ'キこぅ。 jttLフミχ
「

′
/ミ よ)で 、11日ヽ 1ヽ4-Lた 旬 ‐魯■L_(α f′

′
磁 〕、tづ 」ヽ

の光1に よ う́ftth上 _(“ちυ
′
)、 ′゙リネ2葉 ブ卍臓 |■

I(ιιlノ
～とみ)θ (〆

`′

宙)オ (〃 ‐

“
`ノ

′4~‐ ?́/tr)

マ
Ч
あ る 。 ノ

像 籠1っ 、卓′(″ ′
′)に ら

lt夕 るJとキ 1漱1亀 百 kα′秒
′
り|ざ 句 外 五、貸

イトらヽゴの九 つ電―与 と棧介 して、

E7こυり=∫∫LE(χちη)θ (め ,~2Pr)ん (〃―α′′′ひ仁_嘗)“κ′えη
(r.4、〕

と 骨 も .牧l´脅二上1つ i奄空、■ 奪:lt rrD、中/C雄り
′
ぬ 〕に ly_ヽ こノι ち ∈1.4)と 1ミヽ

ビ iいミ1■‐
6｀ れイみヽ百1-■1(″ プ

′
D、ぼノ|ミ Jぢ け・う た_、

i疼、κ〆 ′こよ る う1、 及 |よ

りL武
∫
り ょ う に ■:も 。

二 θ

、
ノ

３イ

ｆ
こ

ヽ
ノ

ゝ

―

、

ノ
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χ■=E′ (乙プリ正′k″′プリ

ニ
1∫∫L百 (“ rノリつθ(始ノマ)方 (μ4_“ィノけ生吻)χπrχ ?々

xttEtあ ′勾 成 4′ 2)汝 ″Tれ υ生2)Z“ノ 宅 卜
〆

(イ .6~)

ここに竜む亀 ふ
「

ざ4葛証つた漱 Lと Fト リ
~。

曖1_6~4上 (ιちプ )、颯′R‐1ゞ f)｀ Ъ31

λ ■に つつ 慮た武全 体 うヽ6‐ の無 与 ヒス義倉 し こく‐ダれ 、■ 筆 .:卜「す
・

ぺ
~こ

`ヽ ■ プ あ も もヽ ご不キ勾 り員;碁 姜_■ λ して 、

工(C「的 =∬∫∫.11∫Σ
=に

ち嘗)改め′叱ソ ″〕θ(め′・碑)凌4,2左)

xオ (″一

“
′′け生づキ)オ

米
(″_雄′り色νL)ノZ′ χ疇れ κ寛

奪 り 、デ
=∫

に

I(乙プリ=∫∫∫∫Lr2ο (κん■)θマ4′吃)

Xオ (〃―

“
1′ ■,t-2々 )が(“

′一
“
ュ,■,4__t)れィえ吻え4″名2L

(1.7)

と苺`る 。 こ の と き

L=i尾
藁 

イ

`Σ

E麟′場)Ek4′'ぁ)が (1.8)

―であЬo Bじ=功 応(“′ン)、颯′にあ 1り
｀
も「 1,0へ たり強及ザちヽこ、

B(“′の二
5Σ I E`“′・のドχ6ν (1.9)

とを Ъ.光力、こ1に お「)‐ 3え早友 B′こだ′讐
′
)つ三Σィこ1お くヽ さヽ )ヽと ~3~3と

―
足

とを た ヱ́ よ りヽ.

(1.6)

(1.イ の

こ の 乱 は こ′璃

“

ねレ宅●ι
 Fι

蒟 %¬」くリイト破1上 イ■葛 つ・ 二、やノ(“ι宵 )ノ (亀′場

Hヤ凛影れるザ
4)ι応年

?)な どうによ"て間 つ 現Lつ う
1-デ特・の1毛Ltt L尽 し

{θ



鷲¥事 J「ゝ
~ミ｀

キし、 f́i暮、1ヽ

“

り1父 ら よ` ず
″貧)鶴卜`籠―σD・ド〕→発1'ち ど`'Iミ ,マ ln t 4Liた こ‐り

~ご
ち 6。  こ ゥ 4勿 f里 6コ 為

いヽ |■ (“ fノ と々 )■ )｀ 占グ
:(静

ュ′
′
現L):卜

`i出
も 二 つ

つ た1ンLの あ Ъ Oキ燿いへ つ η Jヽl饉_■ %こ れ て'キι αFι
Z所 ■ttぃ が

:42aι亀

で
'λ

わ
~す

と き 、 ■ つ 「
Tヽ

)与 lた1つ べ・
懺 魚つ

三
V‐11J魂 た めt

l=α占十

“
ま―t― α′Q Vlι 4 ωttC亀 -5r―

|‐ F31ι )

と /」 1っ た ど すも と

Vlλ ι
ルρに=rtみ

と為 え る こ とペ プ t Ъ 9 じ庵おどっ こ l石ュltよ この ■■
~つ つ た1■L/C

つた,左 ろせ徴″〃″″
'1■

r%1士 にLユ 1面ぇ|「二|、 ル2(ノ乞″ルさ ■ザもなノミ{ふ

lLトニ0~こ
゛
ち り、一観つ ■%‐i~′「

|卜 、二ζり ||′

'ミ

つ偵 と とう 。

.ヽ竜L(|.7D3凝1l Jヽ 蕉 ユ 告う′t― ■■由ヽJl'11旨 (彎t鳴 (末

=■
しヽ ι お

り、 fみt li卜 `'勾「卜こ、リノ受下ヽ つ0、ヽ ■_と し こ '」 わ さイマ こヽヽ る。 こキta

′帷1■■■色(L理 言市り上I%も、」著封t"も は キ`、フー リミ 役[r■
~ご

もヽえダ

々 も
i卜

Ftiヽ ,友¬強F7JL勁 数 と し ‐こk´わ さ′もヽ lJ｀ キこぼ
it)1)‐

t'ヽ J。  こ こ

こ"ψ7fiト ヮνttt乳1も うざ中 Oι

“
υ)つ フーリエ̈II ly73_と とり 、

θ(えメU卜 ∫∫ILθ (“,勾 じ′ヽ一ιにχ
~キ″′了)l χιιχ2' Ci.11)

と 七́え る。 この θ(■ ′

`)1よ

うヤ1.イ  |■ つ た、イヽ ■、ど、 た,中 lll i■ χ
′」・θ′

γ=θ /こ やヽ′|こif,息、声ヽ貴 り 4i寸ヽ
‐き、 ■ り 上iゝ ,ハ σフ共車L石1士.、 す■ わヽ

す1受1爆¥レ レ )だ りぶ葉:亜 1上 |こ ち「り`色′
11り 昨́ ′さ,|=も 檀ユlr f(暑、り「́.宗 TR、 ム〕り

に 4高 _し 、,1こ り た,責、っ 業 中乱百]l■ つ し11ち 千鷲1.|ホ 7うら4夜/2ノイε¬′
2/し の し .`'いう

‐

罐にといて-1∫:れ
、た、ハtl二 載 t瑾1'と 4i｀ ミら、お|やつ。 ソーソul ttIた り:ミ .
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'た
らヽダBい る`` イこ、θ〔χノτ〕lさ 4勾 俸9人 ヾク ト1レ であ り、χおよ

ゲイ|よ 狂惜V■うた枚 つあ″滋協ノ■1島 ,こ lヽb.し ためくって、

物 ちん′ノレじのl‐
nlヰら`碕ごめもχ子再塾|よ 421イトの入ヾ ント|レ 玉1~ど 'あ ク、

た猟itt χおよゲイ1事 与鳴 |ミ】皮承熱 ピらも。

一 々 、 あ も 揚陥劇包υ
“
方 光.1月、ろヽ ダAIノ ロRtキt~と い も4勾 哺|ビ _‐ つ・・

、t鳴 つ の物 %α β″ 冗 応 kの 光L茨、と ILヽ げ た・tt、 ■
'ヒ

ヽ
~)囁

[1に 卜 ゝてギ 雨]波 うt炉 |ゝら
~ミ オtた 葛 行 つ 百ルレ

“
υ後写鬱多の [llケ な つ

V卍喝 分 帝 に ヽ・ヽ く l)葦 /こ I・ シ リl■ り
・― レ ニ・ ズ dィ と光.コミ と つ ドユ

囁 ぷ Gの ("rや′距 _島1と な )て )ヽギ ち 合 メこ|よ ■勿昨 つ 貴 らヽ キ́にヽ 血 覧

,こ 既 鳴‐
蹂 ι"ち も こ と る` うヽ

｀
、こ21よ ごrJミ 亀り、九_つ と こ 、 すヒ掟 (■'枚

|お らヽ
)と

して 、

砲=∫∫ユび(4vり Z?tι l(的 ~“み)r十 (笛 ―‐)v′11んどχソ
′

({。 12)

とう.う 。 )`よ

塩z二雰:復隻I霧 }

と な暮ミ 21ユ 子俎
~夕

も。(1・ (1)ら 'よ うど(1.{3)■ l熱 り`■ (1.′7)ヒ 1壼0

)｀ もと

I(″ノυつ=∫∫∫∫L〔 ∫∫∫∫I゛
`↓

ォ(“ |′ イ)イft―
ι(イχr十鳴″りr)∫

xt資雄′υわ′脅 lι (だん十″
だ準)lχκザχ場

″
χだただ

′

Xθ (ア fノ イr)θkズユ′グリタ守〔ιl(χ r-4)ι
′十(7r― 子・ )1′

」
:〕

Xνしス野ιり̀κ
4えでι

({.14‐ )

と 4iも ,こ 4.2)ぢ よゲ Cl‐ 12)ヒ 1亀 )ヽを引よ"(1.14・)lよ

(1.1も〕

イ」2′



■(磁■,つ 二

`S∫

∫Lι (χ l′ 争′ん′静)θ (ス1′ ソイ)θ
*(為′7・ )

x″ηlι t(ス 1-ヌリ
“

′
十Cりr-7ユ)ソ

′
t〕 χχ′χ7′ ん為χ許

(1.15・ )

ち` よ ケ
゛

C(χL予ノχι′7⇒ =∫∫LBkχ :τり](2:｀■′%ι十
Vf〕 tyネ(χ毎・/2′ ィ

tt移)あ
`χ

グ

(1_16)

と苫 14む 〕、こと バ ~ど き る。

(4.{1)~乙
Ⅲ
ミk~ミ れ /さ θ

`χ

′u)ηも`よレ卍Cl.16う fさ よ ンて ｀ヽ さイtた

C(χィ′マィ′る′イル)21■
1′ ること 1ミ よ り、 1ヽ

L(禁ヾ (イ・7)2燿 ばヽ 1ヽ ■りご牧 _

り ,ユ1数.と_し て :根 わ し41多 (1.15)に :ヽ さt襲 えヽ こ とボ‐
d′ さアミ.

(1.ば )。 すヽ曰` ``為 1ヽ■ ((.16り 1■ た.だ手1ゃ、つ 1菫ミシl1/_推たfム itど十■ハ■・_2意 し 、

サ1、 フ黒ヮ :た こさ、 ｀ギヒ■1ノ し  `/ぞ 94t/_力.む よクd'■ つキ生iC(17ヽ
~蔦・ί こり

b。 まアヽ (χ l′

´
ィ1)′ (■′リユ)1■ 3｀ iL′ 上え∫ 1プ 極 ムもヽゎ 19卜_lよ 各 tず

った店
t il夕

「サたつス~ヾ ク ト |レ 戌劣‐「` ツ lミ'り
準́

4ご 、ィら.っ キ為ミ
=_ち

6｀ わ

t′ 、 せ上ft子軍、と つ )ヽ アtrる ダヽ ン(イ した01jれ たミろ
「

とた1｀
I｀ ムざヽ  と |,~も ち。

藁〕た̀成 分 |よ 為=tχ■ノイ:=7'´ のように
'Ъ

ムじ'I｀い1た 感、つ スヾ ント|レ メゞ

j〕 うヽもメ`主 じ.、
 t ケこtよ ヽ.榮_つ  〕♪  | ン ′く い 2~il｀ デ る 。

ヤノ|卜 つ ち悔rtti fi´勾=ウ3θ (“′υつ つ 7・ りI_1え ■■ ざ い ヽキごも (1.11)

,よ 、 地専■ 1■ 2/・・θ:ソ =θ l=了
]‐ イfヴ も 、F′ 壮、シ膊、fミ よ 」 Zノ「 c.ち ∠吻′1ト

つ 戸2みの″ 物 り い1ギTイ身tの
iげた'1鳥 うj「`学 ご「ち も こ と LЦ主く

[/こ
ろぐ、 こ

キこlよ ンチこつ Jf 〕 |ミ  1:i).キt(ゴ Ll「、4ダ も` ゼlり も 。 X/・ =0ノ ｀
′こlο  lミ

「T■ イ■_

ふ も 留鼻生←■` とψと'(■ (ミ
‐tキこと｀

' 
も〔喜 り |ざ 、 ギ7肇 L整 1フ 枚、もな` わ _/p lミ

=i疑

拠 つ丼_ゼ').わ t枚 るボ 、 それ と 1■ C'1へ :祥 ぴあ う い ダ くつ t

業 こ吼 りた。
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する」い,光11辱ユよ_iヤヽ́壮〕iJレ_|.ゝ 、 1■
-7ri〕

‐́り‐―し` く́
1ご

r 注_r、 上́とにな it、

平‐1ヽ｀`
「

乱1「 ″_と ■ ,マ 、キ |.2-口 に` オ、にた ゴ と くrl)1件 /ミ キ」ヽ1ヽj)

う。4レJウト亀鰹ゝ 〕́ヽ し、 国古け｀キそ/1牲lり
｀
)夕 、 た,中1は こメ「ギ

ltい
ぇで

)ヽ「t til卜 、■,1を」
'ム

″)lt lJt,両11ご 'ち も11ヒ
liZレ )Tイ ■`雨、:‐ _″ )M、 t′ ＼

す ヾ ζ集 め ダイt´ も。 リヽホ1て1午 つ ′イカ ′ゝ ~｀

`liぅ

につ 1'こ 哉 澪ヽ t

itり も .ノ tり「4、 ノミ平0平 面if止 ハοルれ このオト5り 心ヾ 膏ヽ 31ビ _し /1と うも。

ノp〕 ロト1ょ キ■
1暑

:考■六ヽ し こ

θ(υ)=|=(U)ク青)1だ
t〔 ι([ノ )ゝ ((.1′7)

た,路―先.ぴ め~ど

れわ これ も。 こ drこ とJ(U)|よ 4匂 f卜 にハt,ご ll‐
‐

tr'■

6。 ノ1勿 ¢1卜 2〕 理ゝIし lL■ `了牡つ 七:メtiふ t

A。戸(υ)A~1″ι+5-千達/1(げ )|

と IIう 。 t)■ /ψ lは
'卜

θ,、|,P(U)rこ ら も 1え毎たヽヽ ,`1)κυ つ、∫ tLI、 lЦ i t均
~

l119 う ち 'な専lltと_θ it'も 庁l と '■'ら
｀
壮り1よ ＼  ヽ孤ュl‐ つヽ、ヤ′M〔×)に itゝ 二lン

3‐ 色。 こ の と さ 究:_、
i此 i(ゝ MO()へ、つたlit■il住 ノこ)17C'こ 、

''t´

1)(1.1のノ

(1{3)乙
‐
えヽ ヒキこうこ

りとこくヤに1博〕り i戌 シ`、 1■ 年鳳の」占オ4乞 _′上 ご'も 。

U′ ル |
X′ χ l

平商 及

一

一 一 P

一一一一‐ N

一

物 外 コンデ ンサ~
レン だ ι2

4勾イト′こ Jミ う 1・/24a′lρ″́のいヽ「lη針 1.ι げよ
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こ こ に Pに あltす
も光 の ぬ 協 ¨

―
f・ 1と した 。 ま為

PMは

PM=MN― NH=(ιttχ二)=二
顧

― (4差 十 U):碁

%α汁み一挙

AοWス″惨〔″オ十δ―み[1ム (υ)十 PM〕〕

とで も。 こ こ に

A=∫ユRの回笑1ム (の _ザレィ
ら二∫二蔵の施うこ1島 (υ )―うがLメυ

こ̈"ち Ъ。(1.2つ 1志 'Iざ

`「

ノこ
W(X)=10、山 tの方十J― ま

'こ

ι十′)― ッゝ
と言讐ミ十ミえ∫ィ・ 、θブゃょデ・

幣 lI各 女

0=八 十えら

(1.18)

(1.1?)

(1.22)

(4.43)

(イ .薯う

((.2年)

こキし■→裁

であ Ъ. るだ しX《み と1■九_し た。 MoOに 集ま る告́戌え】うし、
'ま

(1.{8)ヒ 4等■全 島にゎ らってキ、ィテして        た

WⅨ)=fLA。
早鴇キ

α%l_″方+5-4Ftι Jこげり十 PMb〕 ιυ (1,.2θ )

と41b t これ に (r.イ 9)■ べ́ λ し、 ェ 弦遂りt実 夕ヽ りPMl■ 夏Ltt1/_白勺

rこ 
“
パ_´夕 と置l、 ♪―ど斗貴巧テっタトヘ 出 し、 ま /ト リス嗚弘り上Lの 」卜とム ぇ

るうヽ ご ハ
■転 ふ 奄ヽ 3え .´ 枚 (́耳tttt iよ 名 略Pし て           ‐

W∝)=A-lω オ十F― く (洲‐ハ i― B“ lω方十 アー{(針 み)i

(1.え ()

ヽ

′

、

ｒ

、

ノ

=f_1■の竹 lιぐム014D←ガく)υソυ
二蠍οO‐OP←イモこ券のズυ

ψ=施イ
姜

プ素うて キtЪ 。 (1・ 冽―)1・|九 ,皮 リネ2=為、1聯引亀■"ち って 、
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写す Ъ こ と に い つ て フ
“

潔好の 1コ ■■4禁の象 r喝 とイi黙ヽぺ 夫t■ ζ。

こイ̀1)|ミ 示 したつミま た穏
‐t颯 )ヽ、 {4勾俗 Oaの ■ ■

・苦え■ォ饗姦ザた わ し

た も つ と 0しのとつ れ ば
](1.磐

崎 ■ヽ

θ
`χ

)=SLθ
`の
物トウχのんめ

とな り 、働幼に角″し 回 キ町イ象 t拗督の フー リ ■ ■接 ρ 彰 Ź・ 与 え

∫1に b。 (1.2θ 〕りχ 応 回キけ砲 σ)'暮硬讀
~ご'ち Ъ と リミに フーヽ り ■■

換 つ為味 うヽ∫物でヽ の持 っ~と )ヽЪ 餐雨lit藤貞文■りち り、 l■ lスコさ一

牧 し ■ t,ぅ 。

、わ′地 颯 ろtχ′
を Ъ紅 世 代 ち れ 1ボ D卿 四 %2つ lコ TI九 .l卜 て =χ

′

I≧ 中 /ヾ ′ミ し て 分 で し              '

θ(π一χ′)=∫ Lοの ′″ηt―友χ~だ′
)“ κゝ

“
      〔ィ=47)

とな b. したポ つて 回1向
‐Lり た■ 2χ 'プゴC~」 摯効 し

^毛
リボ 、

盤蝿 ヽ夕友轍 Lと み` Ъ.

(4.」 2こ6)
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1.2 表 々 盈 rミ よ り鳳
'友

枚 破脚ヽL
つ tす た 凰胡

~拳
子

け |■ 凹栞 面 上 に イれに ち た り 1～ 博θθ本 くダ t)の 飢 合 で箕唱 l亀

に 平行 為` Aヽ 暗 つ線 、ち Ь りヽ1専 〕葺 ■■ っ い )る tの だ分 九年 ワ

用 九 に 分散 薔、と し ■ 1■ 1)g仁 7さ ス 。.分 地 年 リン分野 にち11)了

□ tF「碁 む i■ 母―硼 あ bヽ り1′よ咄 葺[lTllろ どヽ rミ 分類 ミ れ も ボ 、 冬亀 ヽ

与 上 つ 学ァ咋 と し て 回 ■軒ゼ 蓼子 を を た た ■号 行 、 白ミ員 の 像 ■ ヽ ゃ Z

ヽ
' 
て 、 4さ ‐

F_I亀 型L(及■■)‐す るりな
'風

の1■711′ ご黒多燿卜■ 6-え ヽ日ヽ 最

格 も―と 、 飛私興ゝ ミ し ヽ
'こ

確,1だ のデ峰■ ・ヽっ Zり て 、 .たュ〕たり′QttSに ■多

磐 と 与 え る査 朴 苓 子́ ′ご奇 類 す Ъ こ とる(ピ ヽ も 。 回薔 容春子 ■ ■

刻 た に入 魂寸 う壻計き、o「 ぢうヽ り方裁
‐ぜ‐い糾サ上に格 七 を作 ダ 41

1夕 わしヽプ弓」な t)巧ヾ、 ヵ溜蒻23タリク%で 各官ギ料 .lご 被 栞ゝk‐すること 1ま

非 常 に寄、颯 ボ
`ヽ

るヽ り、 央蔭 6句 41為 ハ
‐そ・ l■ ■ 1)。 格 子作 戌 為ニ

と して 1さ 、試村 上 rミ 扇 九稽 州「ヒ贅尋 し■等 ■ 6つ に棒 卜ヽ≧転 等

す る為 畿 ポ ib簡 ―
t― プ

あ Ъ 。  した るごつ ~乙 ノトカテ

免:プ 1ホ 平・砲 の日ヽ 嗜 格 子

とイ九哄 す Ь こと と し、

こキしに ‐
Dlり ■コR″弘う。

オ (.3図 に ネ した よ

う41平 面 のさF~l雨普キトト「 と

考 た 、格 子.像 つち 氣 と

日 前 格 子 (ι嘲 餞 滋

“
商

事 た 応 卑 ′ミ
シ

励 ″『
)は 平 衡 ち も

回前
‐
キトト つ朴 各署課

とブ生外事専虹
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十αι)

∫(■ )

(α)規ョ臀tJ略 ト

オ 1″ キ 興

(ι)■ んた'々トト

凡 う良執 蒙Lコミと つけ た` 回前 碁 子 。

∫
`の

は歌 幅ももキ Lミ、~す
.

ツ 軌 に平行 く世 く。 次 つ 10■ 村 朴 キ つ蝸 褻 の亀地 ■分 布 ボ ■錢

1だ に交イ咤可 も とす れ l‐ぎ、 κ軸 ′ミ平資 な,崎‐
硫 、′も、た tず AAつ ミ

翌塾キイテ尋 ,よ 針 1。 キ鳳 (ι)の ようて・らも。 tゝ よミこだ:fTダ 。`つ4
咀 、うヽた 1ポ 回 可rl~層←子́ |ミ 不 Eヨ ー 4'奇tう ミオQえ 6｀ な´ス と さ l ■ つ

蜻 面 のこ 4靖計分や lざ キ 1・ +Ц
“

にゝネ しヽ ごとく各奇奇 jOよ 、

て■っヽ鴫寺 ミ 千みとやミつ よう /こ 在ヽ 3."1.4鳳 だЪ l)て 秩た操、

つ
"は

場 庁 2■ ゲ す爆簡t的 ■'た」苺プあ り、■ハ ∫(の は様 1穐ミ

亀モ
1卜
、て

'〕

イ

'ぜ
、ミ」(151そlfさ ■「り~も ロギrttξ、ヾ 嬌寵:几 ′これ枚 ぞ11t、 々 tt

て為 た もことパ ご́′tЪ : した パ つてミ
^東

らゴ書́含つ膚い夜裏災と

うヽ た して 、格 卜闘 卜ヽ ヒ !ミ リ拠数 と
~竜

1ヽ
り峻 え z毛 ~ご し⊃めヽ え乙ヽく、

力頑シミ1意 特蔭ヽ 薦ゝ致智lと ｀ う。 これ によれ tご ■んだ
′
|ヨ ttl‐略 卜 lよ

ら 苅 、iらア
「

に よ ぅ■f■イビすも牲おいミう夏数 ヒぶぃ る収 聾 ど'ち も。

した めぜ)ztと つ札 黙略 も つ更,:ミ手分 布 を電雨いむ存′事拠と■ と

為 え Ъと 、モ_ん だ ЦIけ」碁 卜 ふヽ生Q亀 〕k橿資訳 ■ う |り ハヽゼ 地 ぜ
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あ るとケろ`す ことあヾ マ"■ Ъ。 この場 合 、億 ち すη'わ 3■曽ゃ拠

|~よ ど′つような'も う と場 2極 |ゴ よ t口ヽ亀輩
「

「
′さ為 寒 すも .

気 の ン 1.Ъ 皿 つ よ う に 、朴 も―蠣につヽヘ ポ サ卑虫lミ 平イミ|こ 也‐るヽ

れ ‐ )ヽЪ 警各十咄瀑 ∂cの 口ヽ 1地 格 与つ ふヽfbi堡Lもヽ 今 神 ∫(κ′ソ)は

,(ん′ν)=f(の =A。十Al mtt θ。め十九ωtt ιttκ 十・……・ (1.JuP)

とフーリエ_魚

“

電こに彙「ヽ ゼ
′
■ Ъ。綺島λぽ 貸 1.F凪 に ミ、tた よう4'

日ヽちよび′崎ボ交ユ′こちЪ ttb■えリミ典:キ奇‐■とヽ ヽこ )ヽも 格

与 つ■%/1さ,1末

∫(0.1年↓鶴撃御Qル十メ篭傷争“
2Q"―+`―・

,

(1.ユ ?)

の ゴ とく れ` も。 ここ |こ こし=2召Zん
‐
z“ち も。格 子り出奪処■ フ十り■

緊哺実に晨 限 した島 合 、々つ 名4良 つ フー リ‐イ黒棋 とフーリユ、神L本ユ

と必ヾ ム、tiユ 郡下ノィ亀、っ名、ゝ久牧 の丁取や亀とイ■不颯t与‐え Zヽ )葛
をい

うヽ 6｀

(1,28)の 各ゴ■つ A。ノ八t′ ハ2な ど |い つ 嗅 lfT孝卜き ′ミざ ふ

の 回T'電cの 豫 '喝 ヒ ネ tZ｀ )~こ 、マロ亀 次 た つ撮 1亀 ボ A。′4次た の

をつ瑯ごAl′ 4文 た りも のボ /矩 4'と
りと為 iり 、戦影 レ ンズ

｀
ぬ ■L′ C

左LC・ b。 こ こ ごヽ 安ゴ葺多 レ ン だ ′ミ 1´ざム 友 地 二 り も ヽ 次 つ |ミ I青 九 亀

Xキ貿二脅 )ヽと ~す
tt― tJ(4.2『 )り

‐lr Ъ∫曳ソ、11_つ 」を卜工駐|ざ itf墓こ1こ 1双熟
`買

lt‐

一デ、 II]キけキ答十「よ

∫〔
“
、りり=A。 十∧lω4のレル

(〈 .30)

と 4・ る。 した るぜっ こ LL

たヽつ嬌計〔ヽ̈ JDう と ど'日 :ミ 111

格 き きヽ、す ヽ
l｀て (1.30)

欠■千多■だのも ミ 許
ノ句́ ワ

LI時 つ 鳳 ■サ布卜予

》イ.5嘔Zl

Ｑ
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プ ネ 下 メに ヽ 正_弦・腱 ワ 夏狂地 キ 奇 イトと ヽ
ヽ

・,こ い Ь t― の と 為 た zょ

1).

6(協′為)

ん(“′2汁)

‐
z"あ る。■‐し復つ員ミけ待 子のと典キ塗νケ|■ ((_30)の に1こ

“

―スに,り にサースひと貴ミ‐喚えてイミ3ミ ■うミ‐ご:ミ

メι′

“

=八ο十ハィ叫
`え

を(“ ―スrtp

と4'Ъ 。
‐
■■多イ負 7」

―
`ぜ

―た りざF■1つ 慮ゝ戒斐姓「ふ

ωrtf譜 [Qに―スの1二 ″こ一叱諸
と う｀

も 。

譴L´嗜 黒 |さ ち t,~も 商ミ切え数 変増ヽ つ島
′やつi交

‐郁ミ波名らの 1ょ

″ =α2ι 十及花 け )                   (1.34‐ )

の II}偲
~ご ミRヽ キι、力 |よ 嗚冦ヽ又ずつうり、ガ互|さ 失ヒ数

…で′
`bも

。 し7■ うミ

P(“′功

Sメ 屹́りめ
る,("′ け)

ォ1.6図 や ■ ′こよ る日‐
r「格 子

働 .Lの 、崚ノつて受住

P(妨′鳴 ):隻彰 こ`っイエi
P(にJ′′)1■ 11多 役 _つ づti昔

こ こ―ご´
坤 1..61m lミ

'ぃ
した

こ
り
とく 、口寸 橘「ヽ 1二 ら点′

P(“′′高)`ぜ イゃミ に よ t)

P(“ 1́ル)■ ご1を(■_し た と
~す

も。 こ ミ 1こ ハ
“

(ι衡́ υb)お.よ

ゲ JS,に ′́ぁ )|さ 各 々 た為 負

あ1ざ
グ Q力 ヽ 1■ つ・■●■

'試
今

Z゛、えιCめ′つ
~為tよ び)え

サィ乙′つ

|ホ 孜キ■LI児つ く■つ ラ私穏 ギノ

(“′つ つこ1誉たとして 漱 わ し

た もつ て'あ ,も 。 しえボ ,て

tl■ttkl(1・ 31)

(1:32)

(イ 。33)

Sノ屹場)

ハ
“
に,つ |リ
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デて ((.33)`ミ おけ る■菅薦kラ児花 (に ,ソ )1よ

4て
“

,サ)一
等

ム =一 にし

“
'ヽ

1■ つ企_フヽ女「
t■

ιげ劣一面Iマ獅
―
″・ 歩

(1.35)

(1.36)

とたえてよい。一ヽ、生!ぶ ■彰亀つた操書̀ヽズ ιθ′場)こ“え.ヽ ミれの

(〈 。3′ r)

とう` も。ゆえ Fこ I_ん だ'1ヽ

「
「イ碁卜lよ 、■のに T41iミ 千■ミ'■ 歯ケ|ヽ こ

為え ると

“

ち f。ム、
~ケ

豫わ らそつ聰ドトミ と豊 へた●ゝ のLJミ分と

撻ヨミラi気 として |ミ れた奄■Iむミtりに とヽ )も と もえ こよ｀
' ご と `ぐ `1ヽ

ゞ

ら、ノミ71に ,フtl。
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1.3 生姉 検出カシムとしての6μ滋″″物

"
11.と で釜_ん だ inl苛蒙卜も‐lさ 玉多Ⅲ争ヒ■斌 波として ,ミシ友数1■

「れ これ て1,3こ と L4べ`え るで、■つ4財きヽ シ史L静ゃ料―で′あも口
"

格 もつ イ襲1■l Jl_1ン何 び
`ゝ

ヶ テョ濱 ゼ 九つ 3■ 発を分り と し 乙率狂Цつ イ‐t

は・、
~す

.■ キ,ち 42)ヽ~ぢオιlギ
1、 宅 つ 種.イと/予 をケい  ヽこ とるこ2り ■ も。

1ゝ/t~ド

“
雀Lη

~す も1ど やヽ )ヽ``、
'ttヽ

ちな lL 2■ キ■:∫ ょ 1ヽぢ 、′ミ )、 ,こ お無

■増●2_、 .

九堺ミ11ぶ 点,光じ費、とし、 支ゴトぬ―Lχ′
1・ θ′

`′

二θ ′ミ堪ヒ̀や
れ Zl'ゝ と~す

う。 L)ま 簡 いつ ために V― 次えょっら 午 |さ …り )`て 畿
‐
読 L(わ b.

回lrl― ■、も っと典"拳 分
~71‐

)(■ C(、 もθ)に 熱 t^こuと
く

∫に〕=A。十八f“K″レめ

―ご与́ え 6｀
ノに 、 破1イ _ヽと

ハ(“)=磁 んれ 磁 め

とす も。 fぼ壁ぢlわ え も
｀
セ ■ lV/7じ

^変
往の日前 事ふ―も、った ム キ イ>今

|ホ (イ 。も7)L(イ .3の にイヾ 入 tて

∫こに)・・八ο十八(a蝸 ″。(“ _んに加厖ωれの (イ .4・θ)

と、■ b。 このr%くゃ、つこ・U亀〕よ」
~I‐

(1.35)ち 'よ くグ (4337)′ミより

こ4.38)

(1.39)

%の =ε =弓′=物為閾妨″
で1あ

慟。 (1.4o)2■ ■多して

｀
,(の =ハο十/al,IJ碑

“
りい。(att P為 )“ I

と■ b. ここに 負 =―
`ぬ

物 で、運L億薫ゼ 1よ R北誉た変¬喝ヽ 査たと

呵ギ 々 ‐こい も■ つプち ろ.ミ こブ'ウ 鶴囃 lよ 4は冬 /tの 回Tけ朴

卜′むつ りヽて実_事 デ て、)Ъ
"`ヽ

6｀ 、 (イ 。39)よ り日ヽ 6づ 4ヽよ うに,駐

(イ 。41)

(イ 。名に坂|)

2



:た ■ 1■ ド .rt′停ぃ た tゥ 乙・1ら り、 ■た こ{./1‐1)よ り垂、ll′ C rtでぅぃ′

二ヽ ↓ ()て
い
もあ も。 (1,メ |ユ )に ■)り 4ャ lょ 門I≒ 導ば '1lЬ り、あ卜こ
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た与秋 ぷ作 成てれ

る。作 オヽミ槙 λ光

学段 のこミキ /力 膏

は こつ 奥 り■ウ■人と

イ吏」ス フイ |レ 錢 つ モ

ノにに影 増 さ技
‐
もべ、

フ イ {レ ■ 1よ 鬼 の と

フ /fiレ 負 芝」it'、

んつ彰却ミ2-ti匙 さ

薇

^フ
41レ 句 リ ミ

i.年
'レ

ミざ二 |

や′2.(81コ 不 曇ジ八留外 守 |ミ ヽげゞ楡 ん寿

2´負 |ス して′作成 t為 たキ破 つ貞コミキ。

1ミ ゞ 忠
~・

_~ミ ニユご一      …… …・―一___■_二 _=_・ _1‐

地華 山だ祓ヒみ 為た しなボ ∫ケ しず つ■ えて 、排哺ミミ ヽ ポh

恭 毬ヽコ稔 ■ /f嘔 と す Ъ 九 年 撲 ヒ ヽ た 。 れ つ し 導こ嗜 ほ 1ま
1費

λ.17凪 1ミ

黒 ヽ
^‐

ものパゝ鋤 奪ヽ 直.像弧/気 ■与‐た 、くiSれ た た惚jttLら
ミミ

詩1山 燕_と キ え.1『 凰に黒 した。

2.キ.3 え歌 織 泉ち`よプ 島黒

きい寺π空によ う一〕え 1/D骸塑″蜂イ%の 回桁イ象、す 奪 わ
~5‐ acと tっ

そЦ革〕良の スーヾ 7卜 lレ ふヽ々ム.イ ?mに ■、したとち りヽだ:ち
り、窯ァ、F′ 趾

■E∫↓二3θθ″ン%の ~3ン
テ・ )ノ サ~レ ンズ

1(上
fミ ぶ、て θ.%レ認ηンのた、あぎり

Lヽ っ Zヽ lる 。 ここプ 賞ユ・2∂ 図に熟 t λ ttζLつ 尋砲ミ地 華 ≧

ミ 、
~こ )ヽも 1亀 つう民tり 九や楔二 、ユ I隧 ミ地 キ ボtθ

・夕の とミ ろと

回埼 た り九 ボ Dツ ャノヾ ´́`、ヽ つて こ 3よ う 1ミ |:コゝヽ 7警il rミ
」『

1卜
入 し7ti。
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そ の と き
'ミ

冬 ∫れ た像 建力2.ユイ

颯 によ にた 。 興薔 取 lC tti t操作

■力嗜λを おヽ )ミ キ 2.1と m(の と

く ダ ヾ Ъ とヽさミう■ tミ 襲 づ:く
颯彰

ボ現 われ てお り,光与破 I鴨 り

てもて渉亀るやヽ 熊 て'あ ること。こわ

りヽ も 。 颯も k揉 ―
鷺 し た フ ′1)レ 負

2格 子繰 に直 亀聡 にヽ 亀 に

π {燿
'′
わ為物滅れていえ食 しなとヽ lさ

冬
`「

織■ヒ/さ り牡二月菫1,た .J熙 矯こボ カ2.つ '颯

“

り|り 鼻聰鷲L7'ミ tヽハ もつてlあ
も。

12.も のキ 2_13‐ 興 て口
奮 )^ヒ 褻ミ

不れ1ご 写襲 フイ lレ と,● ザ

レ マ 21と に マ 像 砲 上

つ醜及分や 1ぐ ■■

じアミtσ)ボ 針ュ…22二 颯

に )つ 本終=プ ネ t卜 t9

であ る。 電やユ・ユと図 (ム)

(ミ (I試料 ■ 9■式 茨 ヒ

や つ た 。

キ2.20 inつ た ,ζ 猥 ぶ

り鳴 つた 1)キ 2.{61ム は

た つ覧 違 革 ヒお、tλ 九

悔城 鷲□苛 九 ボす ヾ て

丁

2.19日  鳳湛 ■検 鷺ゝ う

`す

た調 ¬こlCよ るL“概辱場

鳳下
'〈

俎つた る(り .

C

0

0

を2・ 29巴  '勉与伊守 つイ禁2■′鳥

タトピ瑶彰 して奪 バ tハ 鳴 りきktJえ

や猥 つミ亀ヽ。
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'光 隼1甦≧Rヽリ

オ2.21図 幅りをたtヽ 光奪棋建

物ψ″場笏□■fT穐 lこ 神入 マヽ

く ダれ 羅試 村 ■ の嚢に.

喬 き豫 lI撃こヽ 亀 プ ち も。

(α)か 集れ:□影 と後

影 したフイ1レ4≧ ミ登

して冬 5代たた電九

由 黒 .

本像 :光電九 :ぬ

黒 よ |)等よれた弦左

匈 。

`)試
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宅ミ∫れ 71試」時
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このイ象 .

■卜子案象1吝 総ぬ れで′ちも・

(の  紳 楽れ:口彰 乙機

影 した フイlレヘ建 た査

じて冬 jれ 養 光 電 九

曲線 .

太凛 :た電流 山́

黒よリギう
^31な

分

琴 .

`)試
村 ■ の主ミ 疲θ

光
電
島

-0.l  θ

々2.24-□ 鴨り九 t'

化

θ。イ 0.2 θ。3 04

九年根 をlFlり て■ ∫れ
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その質L豊キつ直卑た薔卜はべもよう|ミ 警入しなとき:ミ イ譲∫れたR
げ■ つ Lセ 仁 ぞれ オ2JともlЩ お ざデ キ2.鶏Ⅲ鳳 1ミ 尽 した 。

すイフエッジ'■ へ｀
'え 城ヤ缶り強ぶン争神 と費之。22図Kι)つ 資れ とΣ `

ミ卑たして りヽ もと 、た。なだ処と l■ )`^りも合 1ヽ 旭強及 つ■ない り Lダ

れ な く■ ってお り、九強及 り■化、も比較 `0ゅ
Ъ守 もヽ と■ っt

■
―
諷 勢ヒ|コこぢ'ヽ )て

'ヽも 。 キス.4鳳 (α )dD諷た倉神 11で ダ |ミ 養竜凰

'た
′こ4弓'ヽ りてお り、 これ 1‐よ月につよ う iミ →乳日ヽ され ヽ. オ2.2θ lヨ

の九年だ甦「よF4J颯Lボ ミつ く 、れ つ直卑祀ヽ 卜1>入 ヾ ク ト
'レ

の九ボ 9

り寃亀鳳 12■―・べ'て ネ友つて )ヽな い。 した るヾ 、 て
'毎オミ寸 Ъ ス´ヾ 夕 lヽ

ルつ冬颯 lミ 漫枚 ′ミヽ す る建い曇J雨 ′Ktボ サイフエリヽジ のよう
'ミ
.マ"ロ

あ い ,1■ 1の ま ゝマr銭 っ■ )`、 書)奇 ぶ ち も.ミ れ iミ 及 して

や2.16Щ の九専で処I事 そつ ミ梨緊卦 1ミ よ うマ スヾ ク ト |レ kす べ:て

複 う こ とポ πりきて t'も た め 1こ を 欠たが 上 ぶ って ぃ ぅtつ と 等

米 さ れ る。

>た上 :さ だ ,ヽハ 1'つ イ嗅へ 2知 るハ リ :こ 曳砲熊α卜z"ち ろるく1、 夙 り

庵写 真 フイlレ ヘリ H一D山碧_と イ史」■■量 、乳、出ヽ 鳳 苺 ど 曳賦 朱今

と全 く l■ ご'tCし てミガ唆′こ′作現 し 、 た、やだ甦t† イ)ス ーヾ ク ト iレ ウ

ハ らせり内 |ミ ,あ る よ,う ′ミして疎亀渥むQ9tt公 1,ハ 宗二強 やヽ ■寺、■ 0 ミ

1,た ■式
1斗

サ1志 オ之.31た に ■、した¬1-ピ ユ径 つ ブこで )ヽ1ヽ 作氣
・
L′gt Oヽ しヽ

た よ)iご κ の 乳 □臥t‐/tヽ さ く 、 ■ ん圏 多さ れ たス受卜も―つ ("、や′:｀よ―デイt

の影響もにとんど'馨 t'と 為え∫れ ももつて“ち ろ。/fA R tハ 九

攣楔 :‡ tの 奄亀率山オ象■キム.18凰 にミヽ t^も ので'あ る。こミ

で :本 ジとや琳兜 の 句 璃LI鳴 ■■ イ嘔tて ヽべ り ′ミi■薇憲乳 贅ン吻 レ ンズ
:
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し、 1_り 1九 た肇 塗_■

え て相
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●サ「ミL tl型
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光 え1-薫 と_し 41よ 、 ,tゝ

り 聟 [́と:.11理 にち りヽて

あえ副 ノ脅 口 tも 量1ヒ ■

li′ レ Lだ 階ゝ にミ斑1部こ繊、

ベイ引レ さ́だ
1ダ イJ口 も り、

[Lヽ 竹
｀
亀 9)噸

“

粍憧 1ン、ヽ■υ

レ )― だ'|ミ よ る■ |'こ lill

うヾ 光ュ'卜「■つ 中ヽ´`ヽ、■1と

看_葛 ウウ…が、 ネ占lg、「颯

(́.幕 lよ 111(V だ!:ら もゃ )ヽ

∫ 1■ 1年 ■1り

'ヽ

・ tり l
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~lコ

 l■ ,3.θ′甕.,PP/の 九牛:製 菫●11'^【

・i■ ゞ4■
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L tr9 1■ 価上つ」1な、う 耳ヽ卜。

ラ〕liヽ
|ヽ り牲

へ  111 「ヽJ七 り方、バ・りtθ.∫静νたとit´ 庵■≒
ソき
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∫も_Tミ l ll・ )́■ ,牡 サ
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く I_JElど 4与
ミ 減ヽ九 [ ■ .Iミ .こ 1｀ キ〔′

iミ

1島
{112#ヽ

1ゞ卜
~141の

主な静 t ittLと す1′ こ

11)2.2ξ l■ に I( ■|。 ttli_|キ 押JIヤ う気:社 1や 〕 1` 41■ ‐,d_t, もの ご

う
「

」こ′ヘタけlイ
、ユすⅢ ' こ|よ 51オサ_E、 で、
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iギt.や 1亀 争 千11去「

、t血 え、 も :ア1｀つ(ミ

“

′:=θ Jぢ ホ1ノ
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わずるヽ ,こ λ 6｀ 仁 Ъす'れ は、作 成 した児各投 り様 rlFLミ 亀キ っ亀

黒准 おヽ ダのずれ 1・ 年九 九つ影響 、試村T4作 成 |ミ 夜 鴨 tた 1ヽ 負

りゆポケおよゲ猟たtた九恐どの要困ロミ苺弓'く も りと場われ 、.

、し込ポ って■ 7島こ亀 キぶ 直紳 !ミ ■イ色す もえ′ゃ型■ F-2

の回前 ■コミ全 入ヾ クトlレ 範nt社 うょぅ :こ 導 入すれ 1ず 、冬曳に

■部じLす 恐わち登 つ分 神 ボ雀聾ド れ もミ とる`わるヽ 、為 .
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2.5 m積 製 lミ よう復調

ミ認́+て¬・よ4』軸 1ミ tゝ ‐て素 鳴ミ亀キ ボ こ韓 色む「ミ■イ〔可 ヽ九

、各j性 ■助銘鴻學姥颯 彎ヽ覆ヨ!ミ 喬t入 しt為 え4省ntヒ ミ 成 しA・ 像

九茨 は■に     そ点′九覇誕ボ 7′ ヽQ`ミ 並んで'1)も とえ想t

キtЪ 。 しハポ って黒 4光洒、|ミ よ Ъ凰守けイ彙tま た たた冬 点′光L〕鳳豫葦

つ共」記 強住 世で χ為 亀 :ミ 九ぺ つて )ヽЪ ために 、一●1■ キム.11

鳳 1こ ミ しヽ とЪ:り 央員■多状 つ たバぐり を、
・bロ  ミ.こ iミ 針2.ユ

`1ミ
|ミ

黒 し茶 よ う 1ミ 、不薬Lミ 恐 マ 入 7つ 貿知こよっ t httL● 9,{ミ 回請 ス

ヾ フト 1レ の各 瞥囁 lミ カた奄t'ミ すヽ 寸 Ъ運菫典 九tt恵■等 して、tイ■議

ボ rヽ Atて
′Ъ Ъ. こりようイIマ ス クにI鳳 驚 λ・ フヾト|レ リ_各 |ヽ ■麒文

lざミ可声も斐L」駐九‐
覧ヒ還燎 6む イミ主引ビ′Zヽ , もモ リで′あもるヽダ登、敬

型投 と興ザ'、 ス
~ド

{ミ を曳及 、■)ト ラスト など'1ミ ~‐pヽ ,■ ■ミ嘗罰由む、

史:駐631ミ 為無す も。

2.5.1 役ミ 理論

回前 格 き っミ亀 キ分 布 (1・ 30〕 、色奇 神 ヒ藪 ぼ すた諷 友 ({‐ 4-l)

ち よ び:供 Iミttな ど l↑ す べ'´てこれ ■ で:り
も つと RC′ とす も .

表2.1+巴 {ミ 尽 tミ スヾ ク ト |レ「卜tつ J薦囁L素わ しハ tつ て′
ち

Ъ巧ミ、 曳はミ1ミ 現 キンれ る.回 持 像 |さ ス リ ッヽトイ象つた製 ―)た もヽ り■・、

汽つ不皐与 ヒ キ 2.26図 1ユ ミトし為。 ここで'奔切彙 Lttt t員卜にた ょ

う |こ れつ根 ボ直線 せ′あ る itl■1ヽ桜 Lヒ :Щ の よ ぅに 五λ翻クル湾ψ 鳳

VI‐ 萄 に導 入す も,ス リットII亀 2.1で:為
彙 t八 よう rこ れ動 物 考
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化=fり 碁キ寝 聰‐動ボ′
現 わ れ て あ` 3、 復_前いくミ 成 さ 槙 ‐
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'専

_し た。 tり 朴象 とЩ Iミ ∬ )ヽた tの ‐こt

キユ ど́71Щ で'ち Ъ。 ここに al~~― .と ,8・ =2時 キ2・ 26 Щ r「D砲 積害LA■

Jミ ごQ一ユa″ ～Q十 _2ι場 の矩J14112キ&)よ ぃに置くことをt′や に乙ヽ
'

電)(,

亀積 理導L■ 1'い ノハ l喝 riや つ 授、な_′介 や くと.21)の 温ヽ ヂに残れ は

(.2.13)つ たキ |ミ したボbて

(4_22_‐ )

↑
川
却

及

聟_と .2′7Щ  ω(′
―芝夜

'れ

,ν ωこ十ユιらンハl■豹たう

よヽ4砲や亀理租 2 fllり た とミワイまぬ

上 つ無及論 う。積 ,中Щl■ 直丸 萬今 ワ1貞

trpと _ミ Ь｀ろい′た .

1笠甘lttL(釜.) 出ル″,じ
`“

a,″め

″ヽ ‐‐―崚ル ルニ~↓    ′

ぜう り、■た 之ヽ.も プ

えも した ユントレストrよ

iユ ニlXラ 入し―

_奎疑崖型鴫)卜1鱈 )l

ま豊重1尋
(竹)Fl

『
:ユ 子1 '‐

‐
"

(.2_.とも)

と.強 b. キと.271コ つ」1

た t・l ttd)Iもノき、
¨
す恐わ

ぢイ2″せ=~戴 リ́レr=~‐とノ

3と =↓ の■Ъさり K石′ル

浮4ι軌 ‐お よ び' ]｀ トラ

ス ト 1さ こ2.22)あ お`ツど
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(ム.23)rミ した るせヽ マ 対

等 L公 り、資つ籍ミと

費2,ケ素 にミ t入 .

費 2.4素 Iミ ネ し為す可

フエッジ'LRり てくLミ ■

行 ゝ Aと ミ つ μれ

や2.ケれ  鳴靖J史夜Jミ とぅける

驀 きもヽ∫侵 ざれた倍 tイれっ

μ物ル"為%と コントラ入卜.

μ ぬ ゆ お よ・が'・ ゝトラλ

卜 とキ 2.∫ 1た りkれ ヒ■

虻報 寸 lれ tT'、 颯溝ピい 、■ lλ ′ヽた とミ 1■ すイツ■ップ Lミ ι′る とミ

よ りtコ ントラ入卜■ヽザですす もボ KZあん子ユσ麟ら lTく てヽく 恐 り 、キ

史に 等い、で'■ 3こ とぶ わ う、も 。 この ミと はキ2.27風 つ颯 及 山

埠 と 費4.9図 (α)の ■れ ととく 6｀
′ヾ て し鳴 ∫もヽ で 、 薇棧 型撲 ■

員 ′ヽ八・
為ボ れ つ諷及分 布 tす 変調 北 Zり ち も象 錢 山森 に止 ザ ミ 、

11ヾ 冬 tく な っ ■釆 て ′ヽる。

2`夕。2 覆L損理オう甦とよつヒしたヽス |ミ よもイ告li請ミ

薗琴1■ 饗燿の′熟司■tさ すイフ■ッジ 2ス ヾ クトtレ 範 で書ッ■咆ttハ t

つ lミ 卦ミ与 した ボ 、 こキtと「ミ C′ こ と ttジこり よ う ,こ し
~乙 tミ 熊 ゼ′

ち る。 賀 2.2P暖いこヽ し■ ように 、 ,ヽ■ 九茨、ス リッ ト っ rFal■
九

び 、 この スリヽット |・よあπ4ん″″んな7′
ミ全 磯―尋無議及 プ 霊 愚ヽ ミ七 ■ 、,

るとす る。 光ス 上χ′=θ にあ るD」 ピミ、
‐tれハ lЩ に最こなふ鎮九八

平妾ぃミよ る― ズ 回杵 九 つ呻スピボ スーヾ
フト |レ 軸 上 プ Dθ ゥ住 量 1ミ

あ も とす る。 この とさ /湾 へχにあ Ъ側 た 1ざ Diずミ、した製駐́たま
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オ2.28凰 光壊《守島2持っ容冽tえ 九等桑 .

Sl:集薗じ光二忌 q′ cメ コンデ:ンサーレンズ‐ ム:設影 レンズl

M:マ スク  SC:ス クリーン  0:→ぺ朴 つ口 年`¬占ト

Uり αレ
| X′ χ

l
脱引

撃驚 (ン ト Ъ―史 つ風薔 た つ中ぐ lT D。 もヽ∫ムχだ 1す 離 れたDlと こ

る。 りLラミ」志力燿ブレ吻ノケぜ ち ろ づヽダ 、 'tの イ■登 2ミ jttpョ lミ なLイも

して lヽЪ O■ ■ ■窯 光弘漁 霧許ミ の実 手 り とお え ∫ て々、 |コ ミ ヽ為 よ

うにすイフ‐ツジ2導入すれば:各纂・た飛黎ミつ在置にスピヱ準

バ的 :ミ すイフ■リ`ジ つへ 置 Ot交イ色しる もつと奪 り、すイフ■フ`ジ

2つ軸 ttた つとRげ 効 果 ぺ冬 も`れ も。 このよう 1さ すれ ぱ セ

つゑ 理 1■ 砲ネl可生不甦とく くRC'で あ り、キ負及 よくそい でヽt色 .

この場合 、面積理型り 鳴
`ミ

神 尊す るもう i本 鬼凛 慣 て'ち もボ 、

曳導亡上 資れ 2tミ宙fす るダ 尋噂そ )`・ 4は 1ヾ 九深tSぺ え′ン0つ ち

負 |ミ 九ボ うて 1`る と し.7も 、ガポ 大 きヽ
'と

ミЪ lミ ぁ る東素ジ乞
"取

■責 に よる スヾ フ ト tレ
1‐事す べ

:て すイフ■ツジ 1こ よ ぅて4.へ ぼヽ

れ 、飛融勢こ唄与 じ奪 り。 これ よ り九瀾、幅 :■ すイフエッジ の植 置

ノミユ、マ訳 害さ れ もこと ,ミ わうヽ り、資り増R"は 襲■Ъ■0ち
る。
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)(じ 鍮春駐うせ'現
と
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―~す

  ヾこ
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t皮

_

:RIIく1'_帯r、 こ )ヽも た、211ミ 1ノ /1ミ
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奪 1だ5-■ ノハ|レ 旬bふ り〔トオ賽:知 壕諄ご′マウう1燿Lと 襲ヽ t~3-キ■lボ 玉lハ

■■:1貿 17p=biゃ と‐貧く 1鵡 iC′ と■.も ゅ

ミミ した九ム tホ :L均駐′1亀 2ノこぅtす (゙″ヒ́のギ1枇 つた
`せ

り倉イキムボ、
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の z"■)Ъ 。 した あヾ っ てりなゴ黒り」答労tiiミ ケヽ ■デる5■ 力い志イRIヽ 寸 も

/き シ虞Jミ |ンbヽ ,■ 1ミ げゼ′あ る こ と ろヾダ 専
‐ピち り、 ■ た質L規た寺き01

1■ 宅り
'■

■分 神 虫翡kポ欠E形的 奪 ■ ミ Dと ヽ た こ く
~こ

1■ 1)1‐ナ豫

〕ヽo こつ場ハ 、Q琴贅型叔り 鳴 :■ 規L導≧鴨 とな も
`t、

九凛 ′ntス

げた場合 とRtlミ 曳験 Ltt■守酪■・ミ 待す Ъ/X/尋 嗜な く、す /1

フエッジ9植 ilミ よ、‐
こ4ミ われ 3。

ス 上 の 二ヽ名 1こ よれ lT'単 も ウ緯 九ヽゝ 興 ,ヽЪ よ りも なじ R

Lキ 学拍コヽヽく夜 籠τ:さ
、瑞 キ森tの コントラストボミくて回前

え ボ 萄 卜)よ う7.i葛合 |ミ ヘキltと 強 も・

2.5。 3 処歌森ミ ち`よび｀
お無

人ゝ下 :ミ ネす 史瞭 r鶴 つ
‐
訓対 応 ォ2.3畿つ Tzで 、九瀑 守■■tt tず '、

すイフ■ッジ ■導 入す る為颯 に よ つ て 砲積 理 型つ 鳳理 ヒミ 成 し

た。 12.イ Z"2虫 べ'■ ご と く本 気島え錢通貴 rミ お り ~て

、九ジ取置メよ l■

とん ど れ酬 続 雨 吻
に ミL日

・ヽ
薇 Źい る。 こ こ ぜ 九颯 ■ ■ ―社 lミ

13唄す るた り 1ミ 九洒t砲 上に継 tず
~t・ L冬ス凛パ のイまよヽで ヽ鳥点′:■

ず'れ と した。一人 凰前
｀
九 つて 入フボ廷 とキ 2.27饉 にゝ ミ、した

が 、この写夢ぃよ梅 破ミ にイLミ tず てち Ъため′ミ、一つ り黒ム漁

畢キ :ミ よ う凰市 九≧島 え仕 lず オユ.|?鳳 に黒 しハ :コ 驚 九 ったヽ

|ミ ち Ъ最 大弘た リケボ魂われ てお り、tれパ 九次 のた o(ン バ

1)i影 てれ 又 )ヽЬ 。ォ2.イ 凰に 黒され て )ヽる い分 つた弯、1為 |よ

θ,5`″笏%tⅢ あ り、 風専丁融 だ:1■ コンデ
t二∫サー レンパ

i Clち:ょ ゲ ごュヮ

組合 て 1ミ ざっ
｀Zθ .84И呪滋 に紘 夫ミ れ て 1ヽる 。 し入 ボ つて Щ ぜ
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を2.30颯 九ボ D

風 リス とtの マ

■ヽったた漁ヒ

スク試嬉 .

∵

(α)写 嗅熱たによつ

てギリた漁た分寺 .

`)=冷
■の■議塩

Ｊ
劃
卿

一十一―トー→一―十一―トー‐― じ
―af θof aι  a3 a4

オ2.31図  鳴 とヽ 、た光凛 とすイフエップ2場合わtて o社■楔 つ

ス理 を主蔵 しで冬 ダれた式詢 9イ蒙為上0強九奇ぅ。



最 も た つ黒 九翼 黎書コミつ ヽ
'■ 為 たれ tず 、回 tけ 旭 1よ tこ るヽ ダ ハ

ヘ未3θ.2れ つ741パ ツと哺ぃっ て )ヽろ ので'す ィフ■ッジ !ミ よっ■資の

ヽЩ刊

“

製の一勢 tざ マス7・これて iヽb。 すイ7■ップつnJl′ ミちも

線 ソLり取弾 蓄JC―
‐Dい て 1よ 、 た の l~■ ほ"全 薔)り 入ヽ 7卜 :レ ボ マ入フ t

れ 、九 へ っ 九 泌ざり噂 ほ と ん ど な り と 為 な

`｀

れ る。 し た ぶ っ て

九激、幅 は納 θ.夕θ
―

で'、 本 職 Z“ {t叫 亀ユ.1で'黒 t為 こЧと く

幅 彎ト ワ九瀾 λヽ lJ tッ ト
・2便ぃ

'て
い るるヽ ∫、この島合 なやミ 1ヽ 約

3θ 住 の日、きヽ ヒドゞ うZち り`、イよう下h彰 l■ /fG嵐及 フイlレ 4ゼ′
ミ熊

で'あ っス ロ

イ駄働 ミつ弘鬼≧巧ぃ布 L雫卜毒L壊虫九 して黎熟■4ヽ 来 ≧オユ。31颯 (α)

|ミ 硬卜し、量:崚 リハリ |こ この刊丹 磁 り■首ヽ 峨、■費 2・ 311■ 帷 )iミ

摘 t,ハ 。 この こι)ち よヽび'Cみ)■ じt苺ミしてケ るとに>θ .25点 で |■ で

ヽ■訳 ジつ 形 とず れ てミて )ヽЪ が 、すイフ■_ッ ジ ■癖 べ した と

き :ミ 得 ∫れ 為漁友奇 ル キユ.1も 興 (ん)と ヽ it tて 為 え て■ Ъと

光 3Цた つ勲 巧ttt δれ 強 くな ってお りκ=θ `13~附ミ リ諷及■

イ屯もゅ るT筍、とな )て 変繁ミ北 にこ 」′りてお り、すイフ■ッジ 球

弓ヽ りたぜЪ/む よりも島 史に4詞 プ■■ ,ヽる ことるミ為イヽ も。

このよう |こ 面本菫
・■ttLと けヽ t'た ちぎヽ 、ぁ ぃ ,l~tt杖 ^と

斑ゝ し

た九嘲田雹t力 !プ bヽ ジヽ う ど (ミ よ うイ2誉、1志 、サイフT_ッ ジ ミミ リ

入もっよりもヽ実及 べむ )‐ボ 、衛場ヽヽ 投 |■ ヽ :ミ ■つ製作「‡供

学マダ強く 、芍吐′こ
-7‐

イフ■ッジ'ヒ 0́1,It iT′ ぃ 'つ ず為な とし■t

亀 学́―τ
′
ち も。
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2.6 色九 fご ようィ制

これ 審ぞ ウイ隻η たム 1■ 、友訳 戒 すなわ ち■つ介 守 L斌オトリ

イ象詭上 に九 つ独及分 ■ tVあ るこ鳳彰 として職 場 し、現ヽ た ■4キ

つも り Z・ あ った。 ここで1:=ユた下 資り 五臥影 ≧亀九 と して取_ち

すおス につ 1'マ 裁賞 ミが たも.

2.6.I 創 り凛 理

lヽ謀 t旭口ヽ つ亀 キ のパ リ に光」咽口■二 つ つ ジ島■ ヽ1ヽす び'入たリケ

ヒ含 んで
｀
ち'り 、 >Ч くλムとす Ъ・ 費2.27鳳 で黒 t為 よ う 1ミ

¨ 回1中砲ゼ観 瓢 tね ЪQの 住 貴 噂→友長 |ミ お っ て 実な り、

え1′ れじぶご†介 萬螢れ
‐
てあ`れ ば

｀
わ Lの 与 fミ 九与収 ■導 入 ~す

るな ど崚

ハ々〃 〃肪″『L札すことガヾででも.tり 小来、波iれつ

た によ う諷九介 弯 ぺ像 面上に生 げる。北■、 の九に よもQと

たのイヽ 事波 は |ヨ
~tf「

硼‐Zt質 ダt梁作 ■力nぇ ∫れ もことな く ,毅 1影

レ>ズ｀
■ミ亀す るた め

`ミ
、一オ撃弧及:つ ヽ ■ Ъ tti_り 亀 2拭料

つイ襲全 砲′こ与 た も。 した
`ヾ

ってイ象、砲
~ず は ,友■入1つ 亀 つ二 !ミ シ良

iヽρ 亀ボ 」Qわ Ъ
`ミ
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っい
'う
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こつようなな
=■
Otと :ミ ■き、江たと亀え と して在健Цす ること

dヾ プ tも ボ l黄 it与 え もこ 1志 αず しも単亀力■ミよ も亀ぜち

るダ 撃躙「ヽ 4く t理冷 色Z'あ ってよ )ヽ.ま ハ負亀九
'申

 Jミ
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し
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嗜、九り費2.lo颯 と鶴 げ書ヽ料 1ミ よって得たも,マ|ヽ り、 ヽ、

L礁 寸 Ъ 手 増え :ミ
=ム 特 Lな 場t嘲につ 食 ‐tう ど●Qえ ゞ れ て‐ミIЪ .こ れ ネ

で'と iヽ C'よ うtミ ー茨九りみ≧崚:影 レンズは人れЪミヒと
゛
し、

費2.3・4‐ 職1■ ヽ亀役ヽ 4ヽ ご緯 tり 寝t,何グ リ社|■にナィァエッジ

を書λしたもりずち 3.と つ場蛤・ヽ こつた1■ F― Щ‐薔砲

ですイ7■ッジ'著 ゴヽす雀「1賦れ■ 1ヽも ので 資ウ スヽフト1レ :よ 負Fふ
｀
苺摯伸

■0。 たずれ ることな く撲 t多 レンだ 1亀亀 し、やギrlでき置ロミー薇

4■ 亀L住 ばЪ. ミっ二lミ 賞ュ.10ぬ (ふ)は 、もハー像亀●職彰
=ぐ

t奪 ,`t現●仁 tぃ Ъ.亀とし■tiキ 2.3`ぬ 1ミ ヽ t泰 clt亀

たЩ で和 =攣ちすぴ436″ り疵亀つA凛 と́夕輛ダ ゥもお′t■

籍へ選ミ漁 A3上 り亀となも. 亀も ょくィ中ぴて、,31、 oし LTち 、

t,1■ 礎二て'I専 森 Qドミ彎 く、

亀た喘 ,中 々む 、各 b桑

●サ ボ 尋ヽ 、為 、 亀 とな ゝ

■ぢ り、最 も伸 ぴ つ少 な

ヽ
'Iヽ

こ・つたる で はA島 つ

亀つ ま ヽつ糧 t,穐 亀 とな

つて ,キ 2.111コ |・ ネ した

ミ最 すなわ 葛変部甲■:こ 々

C・
'こ

雀しボ 乳薇 ,■ ヽヽ b.

し

^ボ
ヽ マ 交 換 湖L時 と 九

と し て 資 鶴 さ れ ■ い も と

常 λ b,

キ2.3夕Щ :■ キ2.3ヽ 図は
,

―af               
ι

オ2.38口  先等観Lと 興 りて鳩

ダれス鰐号■ 0住つ亀.格+
繰 1‡ 織為囀ザ■ 3.
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自夢Jごふったヽ色

オユ.3+1皿  嶋仏■■す も平根 に一樹L431昴巾 奇驚■加えるとき

り亀Щ刊特 武亀つ九■通 し、森 亀り‰夕督脅μりttiミ ナイフエッ

プ菫導入しス.写襲雌 力)― ツ′ヾ―す 1レ フイ
“
レヘリヽ 6｀ ■専

`T島
私

へ
`熾

Fいァ為もりで'あ .ヽ     ・

―

‐
 

―

―

ー

…

`―

一

?ユ .3F職

女梓 L     黒 亀

颯払糧へす 3平 槙に一構ヒ強鶴彙 り資tta・えたとせ

つ亀嘔ドじ.欄に亀つ九t通‐し、贅亀り九48μッιり

位 置|ミ †イフ■ップ■■ へした。

0

凛りヽ亀
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0.8

ぞ2.36□ CIE亀友 Щ

尋 したシ友rkり bち iヽ

こゝを取_除 t、 費、こ1■
1

もヽ こ■ 色のイエ貴 1こ
~l‐

メ
1'フ ■‐ヽソプ)と

、中＼_し 〔

4ヽ た しり こ「あ も.t´

ハろぜDて iや、と,つ l L rJD

上 に畿 この |ハ iir7)・うくに:、

肇 , こ.ヽ ′ も t r)と な

つ ■ lヽ b。  さ り tち 1キ
・

C‐lE亀 江 |ス 4・ 夕|―

`/η
の も、「′と

'78/74メ
んの

こ、や′と L鼻亀́ (ゝll.憔 _

Ъι Lつ 色と
'■

)(1'

6. 観 二現1さ れ た 1■ 1ち

ウ 亀九 と し―こ1よ

」r↓ _34-iム い・16｀ ―く
1て

マ ヽ 1ち っ́ い 〕3。

11_/1D l,Jど '1ヽ lt■ り

た Ъ 色Jlぎ 、 一)ィ フエッ

iプ 4ど '′ こく卜 , ご kり

― 薔ゃ2 Цk、 ,tミ 5́ヽ li t′も リ
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:よ レ l´ ス・ミ ]彙), ,■ リヽ
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た て・ 、 色 と して lキ 資れ tuキ1キ 2・ 34咀 つ もつ iホ A点′やヽ 、4、

増2`3ケ 1■ の毛の「よB点′耐 ム とイよつ て し
'る 。 マリカーワVZ―lつ 趨fらヽ

勤洲ヽF■ ■ォ2.37Щ に黒 した らこら、や́Vヽ夏二り胡t月 ■ヽ呵聰 唱 1■ A点′ドヽ

tの も り よ り・もた tく 、 ■ た 直率LACは 直郊疑ABよ りも梵L】 1ヽ′ 八

め |ミ B点ノ懺撻F志 色つ崚ビ智よボ 為｀
'・

ミに よ りな2.34咀 |ミ ミ 、入

ヽ亀と緯 色つ組合わ一につちパ育戦ウtの 感たるさよい と言 うミとゃく

糊」at枚 ると共 1こ 、熱 与 弯 亀 り組合 わ t=進 ノヽい と lミ よ ‐って

ヽ ダ |ヽ感及 ざ く視 サミて
′せ う可 能相iパ ち る。

色九 に よる仁葡ヽ tヘミ |ミ 亀Lか えものケ t"´あつて入理 色31ミ

はこれ までσ〕イ貸ミ 為裁 と民 げZ'あ る。 しハ ボ ‐ってЩ¶多kЦ 寸

|ミ (1ド 、ヽ曳及 な ど ミ々́ 1で虻ぺ
^各

省隻ミ ち塊 つヽ徴 と畦る`す

よう |こ しな、1す れ 1‐ず 〕ヽ1)な t'。 費2.3?嘔ミt本 九や楔 建Iミ t'ハ
`tで

、

~致)ギ
ト|↓ :や 2.3■ つ

~厖
で ある。大亀つた t寸 べ て■シ レンス¬さ

Xれ 、九瞥級リ ム亀 キ θ～ 1の 範コロデ 3~4δ″り の特 _亀 ち` よひ・

5~77・～5‐77 nヽ卜の貸範1■ ■ネ皮ヽうよう|ミ して公∫れ た。さ可料燎砲で

lキ ヽ亀の上rC績 亀ヽとr資 亀の支 この咀t多 ぶつ。わもミと rこ なり、

比1・ θ耐■ こ・1■ 1貴 ともtる―)た ヽこ」、″=θ .2卜賞ムで'1‐よ車薫亀 どヽう`つ

た人亀 と'1つ て、■市亀址 1こ たげてらえと■つて現われ́ て lヽЪ。

ク?



2.7 まとめ

π%%″んqクルの回書 ■Jこ オ彊ノマのマス ク 2癖 え して亭憚量址 の Qと

tの イ見ヽ
・
や )]と に へ辮 ″ ク 物 滋

θ
2'デ已tぽ ■ kう「FA颯 前 格 卜 うヽ

∫ヽ '対 のイ象鶴上 に ■奇 η 芝なl型1‐で'て もミとべ 1■詭 ●む、 曳彎た●3

1ミ 」ミざイヽ と■ つた 。 資 つ島 4き 、理 カヽミは繰 りLづ野、に ■直 ヽ 作ヽ rrD.きヾ

丹 鋤 面` に つ｀
'て

食 ってお り、バ役Q上_ンこの断 面 つ■■L征遇
「

ピ校

出て キtЪ 。 し｀ガぐデ てたゝ 奪要ミ″全体 ■為 えれ ば
:、

■ 4L tヨ■年格 子

は た り各 崎 磯lの 種 サ t七
「

で冷 im t■1え し■ ヽヽ もと九 た る こ と

るヾ ―ご't る 。

マ 入 7と に ^こ

悦、`)｀ 上_9の ″んヤンん 覆 ■■
~す

る サ イフ■ッジ L

|ヽ りヽ■■ら4テlT九
'■

として籍ミ単―
―ご'あ り、〈隻ミ ^さ れて現られるЩ

協 lよ 玉
「

記のノもヽい 'と ヽ |ミ tu(卜 肇・ 1)ン トラ入トヒミ つ て お り、

■八 寒 兜及 も ■ 11・  しろヽ し■iボ 人 ミく そ も と な の 々 矢えたlよ

■ く強 う。 |ヨ =F多 リ キ 史及 と コントラストとL黒ね合 わ―C~で 為 えれ

「∫'登 2う け ハ Q下,暴卜各0平 均 |や枚牧 つスイヾ フ ト 1レ イil貴 1ミ 、 t

りす/fフ エップ と呻 入 ヒ こく 4-tよ りもハ Ц波 鷺1つ ス‐ヾ
7卜 lレ ■ 入`

は く よ う |゛ す るつうtl肛 も )_ヽ ,ち・
)ム で

′
ち も。

1た マ ス クと し て適剰軍。句竜
~賛

イ(1~2し て ノヽ も1浮哺l jttLコミ羊 とヽ‐

つ た特1■ Lうい ′た と tl^ざ 、 すイ7■ ッ γゝと|ヽ りヽ為 ヒき よ りも 乳′実

た 耳■蔵 く 、 今ミ
‐ィ,□・・lfl‐ た り 九 うミリ 、 す 奪 わ 夕 線ヽ市 ill_の た わせり と

tつ ミ迪キ の直線 :い プ兄誉 {ミ ネル_bよ う|ミ すキt´ 1ゴ ■ tく 慢 諷 ミ

枚 b。  しうヽ し ]L´ トシスト tよ す′fフ ]I・ ッiり 2(砲 ′ヽハ」も衡より し́f多

下 し、資キti■ ■やつ
`も

ざヽ卜
'と

主に｀ い
'。

したぶつて住登́つ

8θ



′ミヽせ )ヽと tiミ |さ すイフ■リヽジ と、た ■ りヽと tiこ 1‐よ九 専 型l二 |ミ llも

よ う |こ す る つ バ ν よ し ti・

tざ ′こ磁勧硼窃■ の鳳キrr f象 じよ矢E■夕■たつハ ぶ り とミ寸
`｀

も
｀
、

ぐこへ 砲権 理型重 ゛ λ
~す

もち渇 に よ‐レ Zt復 凱
~ご で 、すイフ

■ップ ヒ鳴 t'た 刊ら合 よ りもイ覚寺員の場気た 1■ (■ ―・―
~す

も,こ の動キ見

11不平この人■里と1■ (yこ とが 、 たt憂ミスリットの「島■.■むしてもミ 7調 で

ミ 、 ∫為〕史」R中121ヽ )為 た。茨、ヒ(た Iヽ t ttiミ 4_lミ I塁 i貫
~ご 式 も

ことぺ 急ミ拒
^。

こつ靖き合 、1らi■い t,史 友 な ど'「ざ単■二 西1棧:磯

型[2月もヽ′庵 i拶諭イ)と |ミ げ で″ちるるぐ、当←亀つ無 九珊、LIミ )ヽも より

。も九 つへ 1ヽ キ ぶヽ く、九な 要、■斗ヽ 年 |ご 暉ミもく/睫 |ヽ
・で′せ 、有卜も‐

り ]ン トレ入卜ろギ仕くて凰事丁九 ボ馨ぃ)よ うな コら合 |ミ |トヘ製 とな

る。

ス 上 の議 たハ lミ ぶ )~こ ■分キ l■
~も

羽ヽの イ象磯上 ごム の颯ノ■カ

7,と して校 Ц
~さ

れ たろせ、 こキtiミ ヽ jナミつセ“
t― 琴こ(ミ オ02_3こ.と

|ミ よ りと、九 として■.´

`〕

7pヒ スチミヽ ど0、 タロ2 3 tL塞 』L■卜lミ 北 ―ヾ

ぼ
1藤

為■たく崚V柱 さキtも こ とらせ島ヽ ∫
`ヽ

と肇 、た 。
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第3葦 千面々力fこ よう二つ汲tえ

オ2章 で !T像九濤、に■違 を試料 前 Qに つ 〕ヽて
'こ

奇石
'ボ

、

メ氣薗上 tり 前 砲り共霰Li■ で た の議友介 苺 ち1｀ 、〕f■ tえ とし

て蕩Щえ t々tも ことと〕rコミtの 生部ヽ とい う■ゴ議でミ ベ た。平 砲

試 料 の 葺シ合 、 力Qえ ダ 仁 る
'そ

tt志 千 砲 々 力 で あ る 。 ボ ー 峨 _で 、

その とtネ象九切駐|ミ iミ 覆崎 砲ヽ亀 り■今や バil)で
tさ 富ギ卦十嗅准

毒ヽ 銀の■■決定す ることずで T・ そ ti。 ここぜ lキ |ミ tf「暴 寺ヽ≧

Rl'た 不涎 え漱 :こ よってハ
"ヽ

(ミ 資つ准ヽ市 いつ色ヒネ毎つ も

り`
`ミ

ア ｀
'マ 為象す る。 これ ιミ1よ 二言ヽ ■卜■興 》`るたネ およデf

試料 tぼい)3為 1云 つ二つづヾ為え∫れ 、それ ずヤιι3.ι ち・よデ

13.レ:で ミユベ
tb。

平穐た 力 と1さ ミ次λた力りことであ .っ てκヽ亀 つ々カバ分

硫 ′サち句 りた力式今 G彿 ち` かび
:■

断た力Ъ の■々 カベ今 |こ

よって札 ミてれ る。 いまこり平亀た力づt響輌十【ミカヽ たずれ ■と

ヽ、平磯礫民ない志暴サち気 にも■イGし ヽそつハ リにヽ 持 tiミ も

た波 :ミ 往根交イ嘔パ与ミ 」々理ミ足に人 tく 影 Tす Ь.〕 ず■ 3.1

で 1■ こつ奇ミ に基ザく竜ヽ 料 の尽ケ■イCヒ 然に す るヽ名 |ミ ⊃ リ`

てな 、 L aQた も。

最資如こ13.4でk本 入 足漱 に よ ヽ刻 え八 及 に つ ノヽて為 黒 ■s

つ 。

鯰



3.1 衛tに 基 〕̈“ぞ言べ十サの月、サ隻イに1の ネ峙ミ

‐
試 米卜手置いよ

“
ソ 砲 ご'あ・、ただ 、ヽ }よ ミキ■と 鷲直 ′■僣ミに 才蠅ゝ ■

と ,~こ 1ヽく 。
‐
試本十ド千島 た.人′うど″Цえゞキ■庵 =Ъ

″き、 11北 す も ■

′式衛 !よ ■べ |ド
'1ヤ

カバ′二〕つ F八 〔́氏入よ り

εκ=讐 (磁一νσち〕
諄=讐 (弓

T‐
ν6・ )

8ガ =一ゼ(硫十み)

L′ =+′L′

と ■ Ъ7ミ ミ 1ミ El卜 ~v)ァ
プ キ 、 今 1よ IWヽノltゃ 、 し'i==下

'ア ソ Lノ Ĺヒ

~ご:あ
Ъ。 ミ リ う ち こに,|よ こ3.1)よ り

fぼ ~丁寺 ここめ十切 (3.の

と弾 り、 こι′こッ場ゼ上しよキ(1ボ ー
Iゝ

白つ|ミ た ゝ う‐この ごち )・て、 平

面il・ ヵ lご よ 3藤 つヽ浚ヽ Iキ11ざ εん′εサぉ よ`び:工
け tデミ等tと、

~‐

すもこと

′ミ奪 も、 し う́ヽ しこ の ど″ウ1酪メ行_つ ■あつ|こ オtit Lイ Qえ_1'キした■‐碕

|■ 下「¬辞 もヽr/p試
lオ}lよ け tl「ミド 11■ ĺL.し 、:喚}ド∫`1ミ ざ・,こ 尋 さ二もミ贄

■ ,こ く る。 ■つため に 試う と二Lど1(ち もヽ
'1よ

■,わ すも九嗜_

1こ 哺Iイ■.料 の 0_′イC3-3せ ら_こ^ざ ,ヤモ_、 :1キ ゞヤ■61撃つ タム11″

"〕

′マPに 対ミ主るせ

在トメ′(4も 。鍛〕1'卜 さヽ ((.|′′りご1ミ、ミキてた と Jサ リ、中せきグ)メ Iう
よ

S｀ ト

が'イエ4■ イトつの 1ら イ子さキス́メII多 ご≒ミ t・わ 3~こ と うミご'習 もぅミ、試

料り4Jノ ■`■(31や 性}キ ウ́(■ 相る
「

〕となも。 醜餞″げ%の 回v,■、、

|よ (|.2ご )の とりゞ リイ梓3昨 OC“)の フ…リエ 1崎l_い。つ 1し ご'資 ALp tキて_bもヽ

「
i・
plギア

ン
f象_り つRl■

'ヽ

_「争 rt t↓ 藝lイ l_、 もせ/11.ご
`、  }(十二́つ 疑:l礎共と、 t_ て看、こ

(3.1)

キιも1.篤
dヽ)31及 ヤ́・■ |ふ ナti茉 と_ム ぃ́た この と■ も .
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また蜘イ'ト ウ・ずヒ甲ユ貪4b■ ■■tti tも t frp l事 フ■サ「鼈く(ヽュノ」
｀
り d'4

く、、●ミえ tJ「
′
く

'ヒ

11■ 1ミ lilヽ年
'時 卜たや、′う‐した4抒いRざ 料ヽボ

)‐
ノぎヽ ミヒ な]えv

た :乳メき、 性JCブ々ばて几 や「率りヽ 1́し t′上げ 、
‐
諷|ム十ミJ■ き :い)蛯L

路‐九ぺ 愛 略́す るた めに 鳴 げミ.と ぺ輝,も ,

この よう′億壮、咄_の ■ 相 ■■6 ιi)影
'書

とれヽ i■
‐
ケもヽわ ′じソtiミ Jlt

‐ヾlも
 '5:ム こと う。 11.1の ホLヽも、

‐
t~里.竜ヽlよ ― ヒヽnコ ■も4)ご′

,ら .l ′ヽ

らヽ 3‐ キ,ごナ堤3 trpヂ _ゝ1lL光
1、

力tJぎミゝ吹夕tつ tlつ 1ご ヽ し ttべ)ミヽ
~す

も。 )ヽ

よ物 11ヽ とRじ 腱1ミ
‐13~6上 ろゝぜι4αノ後賛タルι

‐ピル5る ず,1)と ilだt う。 こ り

とさ改勒 И・ι/4こ
れ 砲 tぶ αF=“2ご Q卜 .τLり ときソヽタト1よ

面λt=0 て
V二

ら り 、 皮F=α峰 こ・ ■ヵ=r ttZL`)と こ 1よ 面t=={ こ
り
ち も うヽ リ

(フ|.|′′)lぶ

I(″′′め =∫∫二10(“′り
'lム

l力〔〃―
“
′2ガ rヵ l切比

“
サ (3.3)

と',も 。 こゥ 式ンこよキ〔11ず 、■ヶ牛 I″ ω物 ″ィ針
に晏1印ヽしハ喝 さ

イ8、 り 強ル_か :♯βlよ コ々′14‐
‐の 中1厨S'〕

~1'lθ
(“′7り |の サ |ミ lヽ ■、し

‐
て、■

小 ′方ゃ (ciよ 仰り黄、く黒と 強 る。 しハ ボ フ て、 ,ヽョ、主 こ Q々入 ダれ

た式 料 と々 3.11■ り 、主"

と̀く ι魔物
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“

坤虫
‐
あ'ド ず Qル軸 :ミ

 ヽ                                                     .
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るヽ も。 これ′ミ民 tマ 上に邊べ 石ざと く鳳 ヶ■L■もなどつを試ミ建

して史島えtそった鵜永 i■ 以この 13.2つ ォ3.7Щ つ聰 l‐F/てヽ実験
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タこν=θ。3ダ とし、|ミ ■ハドれこのL奇 ■ ■ (|・ 6)Llヽ りt計算 し、

にちれ の■ εにの合膏Ъlよ び 屁ち 亀と染ブヽ負ウ■勧・ウ奇神ニ

々枚 ぞれ ォ 3.10嵐
“

)ち よ`び1鰺
)|ミ 構 t,人 。 こ こ 1ミ l勢 黒 i■ 金 つ

冬 い
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‐
も リ ヒ |■ ノヽ た の で

:や
ヒ ペ 上 下 IC~rDl、 ,て 一 寒担 lCる ヽもヽ ど ■

`ヽ
、 4

の ゼ'時 ■ t'イ とヽ為 わ やてもパ 、 凛 な つ 冬 い
'と

こ う 噂 キ も-10凰

この に■ に■ 冬 ■ 中だれと 1意 ヾ 一 致 に 2メ ′も .憩 茶 RCこ とボ

聟 3_3凰 つ 颯¶多と ォ 3.lo lコ

“

)の 特 こ山4象に¬ ′て も考 ぇ 、 資

れづkεに,こ省・bヾ 測定tれ Ъことるヾ■りヽり、気に4べ'^為 無ヒ

史証 t~い )ろ .

■‐希■内いミ蕎 れ
~J‐

3薇 い 各ヽ卜分 の社 苺 ち 負 つ 登 l■ ― 役 に ■ っ っ‐

歪_バ 分́
~~4°

ι=ε
“
Zι tt εサ滋 え-1‐ 祐称″ι″彫 (3.7)

のように素わtキてろPこ こにιちヽよび'滋 ti々 れて'な 資つえ邑

した(ヽち咆のに軸 Ъlざ ブ'り軸に鳴'す Ъlを 負念該で'あ る。
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(ι)に ち ilり

こ とめ.

餡)にち 1ヽ と

づ
°
ちTミ の

こ こ士デ.

オ 3,10凰  にヽ電 に―凛L奪 引張 り為責 芝00え ∫れ た平根 りRttЦ
ム rミ 、り る冬■l_t蒟象。た下 の風 1よ奇ミ ヒカユえぎれ為巧シ本りま、
ヒ意 tt■ Ъ. iヽtュ うヽダ■―分為彗れム●′つ &cの 値 kィ とし入。こ

れ より1｀■1も 6ヽ｀ 十分書純キした繊″っε_。 っ4ュ fぶ θ。32夕 と
'な

も.

中
一
一
一
↑
↑
一

%



(3.7)よ りこと人たす る|ミ |~ふ ミつ つ霙 っ為 為 qつ 住 べ‐分 ミ知 れ

ば
1よ t'.僣 えゝば'上 に」二―ヾ た竜ジムで ει♪とチち よび'あ げ貴た つθ

‐
'も

“
lり ■ とθ■りヽえ t/ミ とす る。 このう2ゝ え にた εグ́りとチ′εθ t｀ よ

びi Ctt θ"鋤`(ヽ
五一θ♪2シkl・でキ(C3、 7)の ικ′こサノどぢふぴ′′′場

|こ イヾ 入 ~り~れ tT'あサ■ノXlユ Ъこと
'う
ご~ζⅢミb. した だミ́Dて こ

“
′らか′

『
職

ボ 知 ダltた わ )ゞ~こ"Ь も。ヽゞ (3.7)の 曝 1́■ て′黒tれ る■_革 ち らも

の ■ ■.えイきに依いもミとi φtで 'tう 。 この■も合 、べ′~デ しもιにだ サ

tケいも次ブ喘卜1ントく 、 どθ(,こ r94′ こ偽 の 三_→5(｀ミリ ]負 ≧矢ゝ れ′丁'こ キ■ダ

■ (3.7)|ン (ヾ 入 し́た 理 工
'卜

晏ヽ_■
lヽL皓り て どLん ′aサ ′Mか Lヽだめ Ъ

こ ともtマノt も。

り、卜lよ り 恐_2夕 Y´てきに矢
'ユ

もに |よ 各 セ曳 っゐ 格 も‐為 6ミミ■ヽ つミ

イ贅1つ 諷
lギ

|‐ 臼イ1=バ して :三 131ヽ り■.2ケ ,れ fゴ よ 1ヽこ と るt為 らヽ も為。

9∫



3.3 -試 料 塗鳳ヽヽるおス

を3.ユ
~こ"週 ヾ′■力畿 |ミ よね 志

｀
こミえ全 に来定す るたり ,ミ は二

個 り 1■ げ試 l料

=濯
零 とす る。た群性 繁 のようにヽ 象ヒ寸 もも

のう積製ヒ作 べ し■ぺたす b場申 こぼミのた漱ベヘ数フでちも

ポ 、良ギトウt象年り■竜ヽ
:坤

ヽと しよう とす bず イゝきに 1ヽ こりヽ 3ヽ ■ヽ■ミ

lλ Z"さ い
'・
 この よ うな葛合 Iミ 応言申時上に磯 卜 蔵■■えtt

て:転 等 し、 た。 う
~6-為 ぐこミリ格 子磋像 九褻、と平須口 なヽ も‐ う

|ミ訳 持 ヒ |ヨ 兼lし て 理 足 ヒ貧 たヽ^ご より。
`ち

ろん ミつ発 合́ 、ヨ

恭キ1よ 資 り よ ヽで'ぷ懸旭鴻、と九 等不甦な ど の マ ス ク と ヒ回転 し て も

鳩 へ シヽ′Ctよ |ミ げプ 為
`.

えtり ヽ ス と し

て 費 3.`職 (え)り

お`1と く格 子 2黒

りL増tと θズずけ千1

iす ■・青ヽ ォ十り奪ξた

tざ
｀
前th AB L考 え

‐6.こ つ葛全 、

キ 3.6職 CC)り

lミ ご1崎砲 バ B′ と

く ゞ´ヾ てみ ると

警与職鴫もt4/mθ

だ tア た tく 奪 っ

て tゝ もボ 、 も b

や3。 11颯  記軍え朔駐≧ろlコミリ為 咆に対 して4-5°

イ見1す たすら食 つ■颯し 。

|は 驀 卜窯 つ為亀、 |は 燕 九漁 りヽ向

ミ尽 し て ヽヽ る。
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ろん |ミ じ′■′力■ であ る。`

S RC変 ‐
訳 求 で'■熊tt花

て :ヽろ 。先 1ミ ゴ ベ 八 よ う

Iご乳足 lよ 鷲tt4'こ ■ 菫.■

各さ,島 |こ つ ヽ
'く

つケ 看 わ

4・tる 3ヽ 5、  この■%こさどθ。く

燿ムえ さ れ .う 。 ■ 3_(11八 |よ

や3.7嘔ュIご たの年島畳ヒLネ し

飛 ウと 1■ ごがヽ村 に つ いて

格 子繰 り｀たミ建忠 L飛と

ィ・は奪るよ うに して考ミ_ゞ

れ た IЩ―彰 どあ ら。 こつ [ヽ

回 t可 〕ヒ1さ ゃ3_1と |コ {ミ
jま し

毅景多レンだ

θλ九

ハ よ う′こ雀ガヽ嶋 にイ嗅
‐~CIく パ 、■%レ ンズ rミ「よ一次 光 のケ ■入

れ 、
'寺

卜 Iよ 豫 九奮、lミ ■こ■ 成菊「甦たえ■ t'る ●ヽ ず 、図中 に記

しハ ように鼻 七ドみは■直亀 嗚 もヽ 」す T́フ ■、リジ ヒて静入 し込。 こ

の E■■多=キ
3.10Щ り矢争il―tl鵜、とrt‐較 し てケ ちと なの 工左つ等

し ,ヽと こ ЪIょ 無手ミ赳7卑Qの 形 と |よ にギーr■ t tttらっ 、■15° →したもの翌ミ

逮現1」こして t13ミ ユ Dく わ 。、うし

格 卜籍、つも l毛・ヽ 窯ヾ ナL鴻、と平イtだ 'イ1ヽ りi為や 1下 波ミタl威た もtイ聾
~ト

する(スリむ3_+ぴ 為無寸 ふ)け れ ども 、この よ う!C格 3≧ Ц―ヽ

り bこ と |ヽLよ り、― 竜れ つ本辞:卜 ≧ミ D^試 オ■ご′仁 凡 為 fQlつ ミ

●ヾ りヽ 主 プ ミ、ウ く`と t■ ヽ Rミ ツヽえ り
｀
れ ば都しやいヽつ ■ lま えノ含

に tib。       `

や3.12巴 格 子黒九ヽ ≧終、た愛に

導ち

“
■■け庵tもノ告の風む光とす‐

r

フエッ〕りり ■やヽ 状聾 .

1えた
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3.4 規Ц足威 λ

費 ム葦 で■量 つ′よヽせ )ヽと き、サイ
~フ ■ッ諄 ≧員 りヽれ ば冬 ∫れ

る鳳彰` つ ユントラ入トパ tЪ ともミ■)こ と こ壇ヾ 茶。 した ボ D

て列 たJ誠 社おt亀 く、最イιヽ澳v亀卜鷲璃いこつ :ヽて 論 げ Ъに
'Iサ イフ

エップ L崚ぃ'た 場合 |ミ つ りヽ■為 えれば より。

歪の分 布 甦催

“

の‐4″a″
`調

嚇

“

とし、■影 レンだ |さ 1恐 αをとそ

の製 帯うただ
1:ナ

ヒ入れ るょ うに した場合 、マ ま しヽゝサイフ■ ッヽジ:

のイエ畳 1■ χンのcち Ь t〕 まヽ χ≧ωcの スヾ 7卜 ′レヒ瓦た除 くよ う時

少ゝ¨
す
・もつて1あ

っ為」せ、ヽヽ 意χンQリ ス‐ヾ フ ト lレ ≧取 硝ミ 〕ヽゴЪイ計

2え たる。 くつ とき得 まれ もイ象礁二 り畿た命布 |よ (2.イ{)でミ

され たボ 、登
‐
量のノ

tヽ さ )ヽ場合 ■為 え 711も づヽ 3｀ 、奇 ■ に よも

格 子つ最 大 交′征 1志 職ム 及 で'ち も tと つ格 子の 1格 子ハ Pミ ■処

た砲 )ヽと 為 えて ょ )ヽ。 した ポ ‐つて

lα冽く洗
であ り , ミれ よ り

1席ヽl=トーしぬられ|く 1

とな る。 手、疼 鶴 <Qマ メあ る 3ヽ ダ 1

1硫πa猛 |く 1

(3.9)

(3,イ0)

■にある。 (3.9)at戌 主す ると琶弱(鳴 )|さ ベリtiレ 出l撤lつ 准 墳るヽ

J 乱鱈)=f一幸脅
エィ鉄)=慟疇トー←圭角―浩質)

弾的)=■鱈卜÷質
正3"鶴)=~L協幣)=‐ギ釜化:

(3.3)

０
０

０
ｒ

(3.71)



恐 とりと進ぅぇ白3に 澤たわ さ 4宅 ろ。 し不 るぜつ て (2‐ イイ)i■

I(的 郷 1+Qtt Ced e協
“

′ (3.(2)

と意 る。 こ こピ Iα)の 平均 諷た の■2%の 議姓■/嘔 きで1'製
え し

う ると鷲建たす れ ば 、 演ム定 |みネ プ 1志 (3。 (2)よ り

ωιι磁 二 θ́02

であ る。 のcのしヒ史卜朱つ暴L■ プ黒tば'(1.1)よ り

ac鋭 =22 FcAψ (3.14)

で マらる。 こ ミ 1ミ ■ は 唾ユ前 者饗|モ
「

の キ 社 長 てざ単 りσ)4宅

=卜
のキ 枚 ■リ

あ り 、 A″レl‐3磁 L ttlk、iて「
てい素 わ し 7S tつ 取ノ奄 童 に よ も格 モ,

つ最 大 ゝ住 プ 乃
・
ろ。

―うムとして 30 l`mの 格 子2員 ｀
'た 場合 、浪ムミ ミ 熊 稔■征

‐
量1ヽ こ3.13)お よび (3.14-pょ り

競=三鐸チθ・イ(μ
とIЪ . よ飛

`れ
の%酬 磁

“

な る玉ボ¬試料 守 イθ
“
π の民婁ミて'生 げ

て 1ヽも とす 掟 lず 製え て 競 砲 i■ とし■ 1■ こ3・ イケ)よ り

α確の ニガ乙化がL=θ .θ O δ7% (3.16)

とな Ъ。 ここIミ F協 1さ |ミ斑 つヽ之牧であふ。(3.1「)Ъ Ъい『憲(3.16)

によれ ,ず このスた去 |よ ■卜らにパ■の亀 t,製えムであЪことば

'わ ガヽ も。

30本/― の回萌格 子 tさ 、鳳蕩準ざきと して l~3~格 子颯鴫 の人で

ヽゝtの であ つて、写真的に し代 ら` つi九 ■摯わ なくても作 成

ででもの■・やミとして選́んだポ、さ 6‐ ′さ格 )式張 つ紳 る` }`t9

2/負亀すれば'(3.イ 〕ゝ よ Daミ 6｀ も`砲 ようにジ蠍員■ttR確ヒぼ作ヽ上_す る。

や3.6圧1は )に ■、したよう1こ 回 下゙格 き途颯書¬して増象九囀、と格 ト

(3.13)

(3.(5)

Ｏ
ｆ

Ｏ
′



無 ぶ θ Iる 負 左 亡ミ つ よ う |ミ して減:ミ た と公 )ハ 戒耕金戸志、刊駄

うたつ lミ凛 奄妃ポ
““

θだ
::すべヽ tく な 、 ハ も つ とみ な tハ

`ヽ
ξ 、,議

女l PRネの1ミ
/f‐i■・■およず■だきは(3_イタ)‐ぁヽょび'(3.′6ンミよりこ:[δ づ

けた ミ くな つ マ烈 足感 友 資ゆも の t専 伯下寸 Ltし た ポ .っ て

θ.θ 了%ゞ火下 のよう奪尋卜乍 |ご %疑ヽヽ 恐 ■ と熱 え しよ う と寸 る■ヽン合

′こ1甘 ∫格 き t式ヽ‐ミ lミ ユた 丈 ttて .熟 写す る。ヽ 、あ もヽ
'ヽ
さ各 マ́

異⊃庵驀 3為 亀 2｀つ■Q́つ試 「ヽヒ作 戒す もヽ二 こと∫なけ

れ (ず ヽ
'り

｀
な )ヽ。

以 上 の球哺卜 りヽは 饗Ц ミ締u実主¬ヽ と うけ た日前 朴 与 つミ 緻Lキ

分苺 ■ (1。 4め にネ した こЧとく フーリユ緯 故 に晨 限 した も り 、す

4わ ぢ試 料 の 回前 稲卜きは亀 限 つハ ボ 〕L褻 っ て い う と した場

合 であっ て 、 tの ス・ヾ ク ト |レ 噂 線ス ヾ 7卜 1レ でiわ さ れ
^.し

Jヽ し実 )照 の言ヾ 琴手lな へ 漱 ゼ!あ って 、ネ象スヾ クト1レ で1よt権 た もつ

|■ ち も幅 ヒミ っ て く も ざう 1ご 砲 も。 そ の ハめ |ミ ミ校 手ぜ た え

て来 ハ威 た な ど′
の単 マ廷ヽ 'パ製 ず しも咸 工 しな くな る鶴 仁 るtぁ

る。 たゝ下 ミ掟 】でつ 取ト リぞ為えξれる電亀 tこ
―)ヽ リマ為象す

る。 竜ヽ料 の回事
'コ

各きJ↑ 一∠重ん豊プのたるぜり建 やヽって )ヽЪ と~ケ れ

ば、そ薇 |お ようF-4密 回請イ象り̀罪幅分布暉 (1.1つ つ物作 の

ミミ芋 jJ~■
{こ (イ.40)の 鳳波数 変諷 Lう けた凰前格 ものも理評

合ゃ a直導パ 入 t‐て

00=遜 lA。 十ん 酬 剣 肝 物 肋 れ の lじ
グf“ χ

“

)■

‐2A。幽 生 十んか 勧り|」準イ書≒警墜≒黒
⊇

Zχ  ' 1ャLl ψ″t 
製欠″ιttPattTχ)

十      事響Ч

イOθ

(3.イ 7)



とな る。 ι二∞ {ミ 贅、しては
れ́ノχ二δの

な ど′と線 スベ ワ1ヽ lレ に砲り、(イ ,毬ゝ

に 一 致寸 る。 ι Jミ ヘ トたの と tiよ t

のオ象スベ クト1レ ■守ノヾ に して (3.17)

で 黒 tれ Ъ よ う 1ミ 島、スヾ 7卜 lレ !I

幅 と場 っ て く も,こ こで 、 これ ま

で と Rげ ど う に {次 九 に暮 邑す Ъ。

す な わ ち (3_イ 7)の で と 理 に つ )ヽマ

考え 3Ъ ?=多 r,⊃ )`て 9tの つ日

薔イ督ヒ?ヨ乳与ド等乙留号ゞ 撃駈ヂ
21み 違

オ 3.13凰 に ネ し ス .

こなコ■ χ=Q十 多場滋Z"最たと奪りヽ

その適 ′こ盪 してたム対 箱tで あ も .

半但 鳴 ムχ !さ   ゛

l          l社 士
よ り

込χ=ザ
とそ Ъ.試料 つた。ミリーι圭

“

垂∠ 鳴 rヒ れ手で'為 えてネ 為

観 妨ル鯛 a%“ 奪ろ整_ボ A/m員嶋 だf)省 まれ ひ
'Ъ

と寸 権 ギ

″ 二婦 籍 .

て'あ り、 (3.19)k(3.18)|ミ イヾ 入 して

△χ=θ.87化 (3.ユθ〕

と■ も。 こ≧で、略″マの Pに つ 〕`ての スヾ フト′レの中ノィ嗅 り

風 離 ボ (3.2θ )でヽtね た 半襴 幅 よ り t丸 ぜ つ れ ば 、 各 スヾ ク

Octみ%

な 3.13図  ■ι～ι り九 ボ

リ 2■つ た日前登 子 に

ょ る嵐前イ象。■楓 波 lよ

協 a厖
“
晨、網

“

で′
ちり、

甲そ の スヾ フ ト lレ トリ

みを 目 9側事寝つ義及

2熟 L・ひ lЪ .

半但喝 :ザ

(3.48)

(3.19,

イ0イ



卜:レ 直々 Ti■ されて )ヽる とす ろ。各 Pに つりてつスヾクト,レ の

中″ 氏 禽色T‡ めπ πIち Ъざヽ ∫、 域いスヾ クト′レイごろき亀負寸 るた めつ 1肇作

1す (3.20)よ り

脇 ンθ.『 7 (3.え 1)

とな も。 これ よ リケ く とt´帆 =1′ す なわち■ 6ヾ {|ス賞ミだtす

全 また ておネぼ妻讐入ヾ フトlレ lヽ々 葛隆され ~Cい
ろ。 したバっ て各

ノtのclミ 鳴寸も《ヽ 革■ としK見 分́けぶ つせ 、.J鰈ス ヾ 7卜 1レ とR

ボ冒こ為えて、役訳 つ箋えた および応友恐 ど'ミ 掟 ■.で
:取

u、もて

■ん こと Lも 哄 し■ tた さなえ l―

「
生 ピな いぜち ろう。

これ よつ紳 るヽ呻凰狐 で■勲 寸 ろこでもヾ 朴 ざttり 1'ミ熱穐

たの人ささ dぐ ろなば、 これ まで'と IR C猛戴Lの な友 、キ史た 2

もって列えヽれ Ь.

パ リカーボネートの九雑 パ■はオ3.1■ 1゛ ヽ し為こνとく

イ。4∫
― /Кネ

tyち り、切 棋 憔 材 朴 :ミ 丈 し て ヽ ヽ
'た 碑 性 烈 及 を

持ってヽりbツ キ3.7Щ 、キ3.3巴 およグ賞3.1l Щ:こ 資の鳥ミヒ
て、した 史摯 t■ θ.イ2の の下 リカーボ1ネ ートフィ′レヘと|ミ リ 人ボ 、

θ。イ2″″zの ポリカーボ1ネートフイ|レ■で 1フ リンジの九弾在 1亀 ■性げ

も lミ iI

(3.22)

の単熟 た 力 、あ もり さヽ平 萄主々 力1え 2カQえ ること 2紫 事 とす

も. 亀3.2で 二 べ'■ ようにヤ 3.′71コ 砲どの |ミ ヽ Lへ司「も平在 に

一社 奪 弓1彙 Dセ亀 ■神 えた え可コ
ul.1最

上夫為 力「よ|ミ 丸 つ城こで'

θ=?θ
°~4・

よ1び
127θ・の督ら■にた こり)tの イミt専

轟寺a性二二7鶴/-4

3〆=45ぼ『/_2

イ0」2′

(3.23)



ぜ ち 、 ■ 。 こ こで の た 力 1志 (3″ 6)よ り

皓 二0, L少 ミθ (3.乏ント)

でも ももヽ 」 (3.23)の 3ピ 1ホ 平砲 主 た 々 えで あ り 、 しぎ` もれ の

れたイこで あ も。(3.↓3)の くユ4.5卜1/牲πル 丁`こ3.ユ⇒ うくこ夕・7K]ル″″

よ りも 4、 ■ゴち も も` も
｀
、キ b.′アlミ !ミ ミヽ した え歌 L九 手|“lラムζ

″

`ミ

⊃■場 合 、 1フ リンゴ )え下 ≧至 Ь。

格 子 を颯 t'た こ含 苺 ウジ 井ヽ二八と して 1ま
‐L赫 な どのスミ)■ )ヽ

もよう 1こ イヒつ規.9_lkギ辞3-と
=昼

ね合 わtI=こ ア レヒ 鶴 tマ 魚「うち

,■ ボ あ る。 キ3_件凰 および 費 3・ 15Щ lさ 'tれ ゼ校 ォ3,7風 およぴ

錯3.8風 のふゝ 象■4手 た そのパ 米十を嗅吼 し、礼 at蓄きと■ 為イやわ

せ て4等 ゞ枚 たモ ア レ t・ あ る。 こつJシき、■
‐
ね夕甘わ すだ。兜ヨさト

つ格 子鳳 喩 こ前:料 のヽit伸 び′い )る 勢分 の橘…子嗅
'Rよ

りt人

香く した のだ1、 モ ア レの赳 ミ゙とでやが'つ ミ ■ と tよ ｀ た し=い うも.

や3.4颯 つtア レ■手 ると |ミ ユ評時ミ で｀
ヤヽネミミ :ミ る` 1■/tは て

あ` り、 きたきヾ 料・下tT'で |｀よ東橘ケ。ご聾 り、 ニミトで′tぶイ甲び′て ヽ
'も

こ

とボ 為 うヽ も。 しもヽ し こキιをヽ J」P3.′7□ のよ うに■考ざ尋 ヒ言ヾ 拳十

な 磁1に わた っ 〔皇バ aつ に知 もこと t■ 墨難 で あ り、 よ在島 Ц予ミ

つなイこ1よ 11-乍 |こ わ ずもヽ ピち もので_頭 た よく裂え 可 色こと(T熟

く でヽ'ご 蕉 り 。根
〕
州 つ 番 卜 と 責 ら 合 わ す

‐
礼 赳 格 3-り租 対 的 な 亀

及■イ屯 L・ tヽ tく ~」
れ ば

itア
レ皐19爾

「
島|ぶ 人 苺くな り、パ I■ t.

Lげ てジ1立 ていても。ぐ、 この
"彗

.き れ'将ヽ
=‐
迎5洋 した■力戸rつ 玉_り ■

イ吃≧ 知 Ь こ とるぐ困 難 とな ろ .々 Ъ.15員 の モ ア レ こ キ 3.8 inつ

|]も と _しt薇 し て t上 と Iミ ぜ こ と ポ・
有 ム も し
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-

-

一

-

一

一

-

オ3。 t4図 ■島 ヒヘす る平根 :ミ ー祥

な 31象り奇言 ■珈 えた とせつモ ア

レ.・ 冨 場 の不トテ棄には訊張 りヽ亀 1ミ

セ置 .

ぞ 3.15囲 颯れ を｀す る平柱 ,こ ―礁

■ 31藪 りtt≧ ゆ慟える とtリ モ
'

レ.tヽ尋 の率各卜轟
`よ

る1撃 りヽ F・■′ミ

貫 して4ダ:

奉 測 定 議 は組 びヽく変

動 す る■ で'も (3.と1)で '

ネ し4よ う ,こ ケ く とも

tり 11ミ 襲ミ壇 友 り費 ふ

燿 域 準プl■ ミ確 にぶ な

よく興 えす 3ご ともでで

ミ ヽ。 これ は贅L4‐ 筆 は

な した ア lレ ミユウヘ墨 人

縞ふ ■■ヽ棄 り■■ tヽ

た とで、す ヾ )に ょも

細 だヽ 1)■動 り■ボ憾Ц‐え

され てい も こと こヽごt

eヽ ∫るヽマⅢち う。

史喩 り測 た ■零莫り曼1ヽ

え でく う場合 は嗜 、字

事 4磁沐江卜 り頭ヒ■ル 駐 ′ミ肝

って渇え繊 増:喀 ■14曝 ≧

1 うり ろ. コには曖ぃ'Ь

等 裏 フィIレヘっ滝 類 奇 ょ

`  ■だコえrttZユ ど1′ ミょぅ

一

-

-

-

一

-

一

て異砲 ち.―●1と して 電t井 オパ ルS驚 衰理 2a・このノヾ )ドt′レ

′ミよっ■ lo命 践班像 して求た θ,盤 fミイ
=上

げた。 そ代 2″π二″ ―

μ潤レジ場のビ°)ネー
|レ ■薩Mtt a 3″′んとしてえ査したところ、紅

掟社 lミ 暮 ザ く光電九 り交弩動1本 褪(ゅ 」れな る、もた 。 しAぶ って

イ04



この材 /ヾ ン→β啓|ミ t′ たすら′争lミ 1■ 貞物 。3-の猥
=弐

■でiす 波ミ

え で き Ъ .  =

3.ケ まとり

平詭執'料 の食ぜ
`ミ

よる尋ケ穂 も1ミ よって生 じrる 九寝 の住襴

■化 l■
―、くギ れ るイ象の強及奇尋 lミ たきく影 増す ること|ポ 昌ヽ ダ

どヽ と 奪 も た 。 し ろヽし試 謗寺三望楊 L九 で
1れ

αプ鬱2″ル

“
後

に 導 日` L、 t

の奇書 ギ 態 にあ も格 子イ象t撮影 しハ等食 フイ|レ

^三 史‐l歌 の風 定

九 年末 に対 す る刊 料 とす 掟 ぽ その影 雪 ≧え全 に取 豫 く ことポ

ぜ tЬ 。 この よう 1ご すれ ば尋 ケ■イもつ影 電 蔵ネ囃■す いな|う
ヽリ

でな ぐ、奇 ■■ 糧 とた牛ミ とと分 離寸 bこ とボ πnt Ъ入 ら′ミ

為嗜:|ミ 置 Iミヽ す も奔41■うヾへ くな り、 また不と ,1ミ埒卜lミ ヽ ヽて

も′特 に及氣 九年薫 建綽itt ζ こと建裂′要 と しnt〕 ,tダ :ミ リヘ

えた与案 ′さ聰す Ъよ う |ミ 格 子鳳諷 t観鋳 す ることぶ ――
c"せ 、ま

^唄
次奇tヒ ■ え

~て イt、 ス とヽ の札ミ聾 る`撮影 tれ た警 缶領́ と

して4不it夜 る。

平 鶴 た 力 ′ミお 3ミ l‡ ミ為 負 つit刻 たす る こ とに よ って大

規さ れ るボ 、 こつ 二ヽ負 り ■ ■ラミミす る l■ は 、各 ■ ■ った格

子ヽ 負 2持 つ ■個 つ試 料 ■作 成 |て ― ち負 つミ 著狐 tlミ 測 虻

す る
`ヽ

ち る 〕ヽ尊 ―ヽ
〕
料 上 rこ 格 子 と二交 ■ t‐trて 積 筆 じ、資 つ

うち ―も 亀 り春 子ぺ 峰 九豫 と平 行 に■ ζど う 1こ 試 料‐芭回華iし

て現年起ヒ食 え |」
lい

)。 また 男1の 力颯 と し■ l‐■二お n9格 3‐・≧

ヽPA試 村 て1格 子 ヒ繰 九凛 と θパ
ilj~燿 tけ れ 、ず埠 九凛 と景 ミ

イθ」r



ち負りここθポ漫1たでで、このちム ,こ よってtイttち れつこと

'1褒
L~ぎ ｀ るこ とづヾ わ るヽぅな。

理論 白ヨ為条 の森 来 、本洲 えユ |ミ よ る濃ムえ黛 た |よ 格 卜鳳 喩 ′ミ

邊ミ ,1」 ることろぐわうヽ っプミ。 鳴 、|も 格 も1つ 不各トロ式 記ヽ■ 3θ Jヽわ%

と し、イむtに よ つて柱 ピ'た ■分月,ぺ iO溜れ ,飛■亀て.り ぁるとす れ |ザ
t

汲t定 可能庁1■ 住‐tと し【 1■ 0.1lμ であ り、ま英■tと して1よ

θ.θ Od7%と つなつて、ハい牛′ミ爪及りゝ 〕ヽ八二■でちろこと」いヽ

ダイヽと毒った。
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第4章 3{課1り kt′ さ贅たアプレミユウムヽ

粗九雑ム の■
`争

や の理Цブt

こヽミで 1ま アルミユウヘ粗 人結 晶 Lも |ヨ■り■―Lttた す`今 、ど

のよ う恐′もヽも ]tり とするるヽ 建曳亀 ウ援ヽ ミqと に_又 ネ
‐
す と■ は、

これ 手¬ピ為筆 してさた こと手 tゲ |ミ ガ在わ ろ ことと~ケ 3.

牛.1  ~試ギ|の tiミ 電尭

こ餓fi丸ム に Fつ てく下八|し たアlL/ミ ユウヘ組 す_森 島L執:視

「とし て

|八 ヽ
'た 。試 場 |■ 各ネ亀どミ札 1ミ よつて たの ■黙 ヽ ボ 霙な り、tつ

ために● たヽは'キ牛_l Щ Ctり に尽 しアLょ う |二答椰 t馳 璃いくお 、い 掟

Ъёギ、 )ヽま この」各義ミξミれ‐う` 3つ 及ut≧ 一二1ミ、と寸 も
'■

め′ミ幸こ働

L■メリTれで嘔ふ ■」∫ し、 その ■砲 |ミ 葛 九栞 ミヽ奎尋 tミ 。●■

|ミ した写真黙 九葺tiよ オリ丁_ン フ|レ
′
子■ ミ業委当う t子 ■ 1共島i喝 尽 九

ハi租 lミ オヽリ■ンフ|レ・フォトレジストt暮卜し■OPR)~`n≧ 仁 ヒミヽ 嗅 し

:膨血ん∫ rミ ざって為'特 ■ミ lミ ミ膏にた。沿脅亀凛奪Lの が九嗅

の 改 鳳 ボノミ )ヽと 、 ′
認九 じ飛 Σ ミつ た‐もミパ 九 鰊Lつ ま ヽ ハ

Ⅲヽアで 4`

司■tヤt~【 し き )`、 千 卜`よ Iず T分リア取 もヽし奪 t)の ■・、刊乳・1象
1デ

|ミ 嗅

/f_‐ fトボとれてしようミた。どちろFし たがってここご¬よミツ熱■

の再こ尋パ |;“ 蓼ノこ下とう■うよう :こ した.こ つ熱
｀
九t_こ 塗 」ヽ こ■部i

ふ援し/ヾ 力 L札嗅してバ兆ゴtミ ーミ にぜ尋す る書やj碕 ぜ、ムヽ タコと嗜ぼ
:

位
…い )3。

朴 OPRl■ lス蔦 餞ヽ‐
育 に よう。 '
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村ヽ
「 _|こ lθ 為 4物%の 日ヽ 鳴 啓 ド ミ載 等 し、―壕ヒな るl象 つ食 亀 生゛ え

八 。 こ の 1■■多 2う アヽ た ア
'レ

ミ ユ ウ ヘ 米 ｀た 1■ ξミ ヒ 茸 ご 通 九 又"ヨ電 凰Iミ し

て変も つ各段滝 の格寺
`象

≧壻
「

■S単 した電冬 ずれた写真_フ イ

ル ■ L二 j杖 の 物覆左″ ′フ塑絃′ Z｀
‐4島 し、 フ′

,′ レヘと彎凛 μ

山 Lttrこ 〕た慟 ハ7ラ フイ ン ミ ベれ 、演義 して え灘 つ烈 表_九 年ミ

つ試 '持 と した。

4.2 えミ≧籠果二ちヽよひFお 氣

34.(プ ISLべ'飛 ず1畿 に計って 亀ヽ駐 し/こ 堤蒙ヾギ11こ
―Dヽり【なきっアゝ :ミ

、1定 つつも―孝宇時 |ミ )ヽりて■も 量 ヒリ1災増 してくミった と、 tミ 4等

じ枚 た絹 ミ ヒ賞キ.イ 颯 (´ι・〕～こ8)|ミ 黒 じ飛.格 子賛、つへ 1慟 ほ
`16た

り
~'こ

質ロミ警こ で'、 j乱九飛 九 ぺ tよ 為 きヽiゃヽ 電 とヽ歌 ミtAじ Щ

Iナ に札 した■彰 量 lよ
'理黒 鳳卜耳1つ 援1‐た。ヽ ゞ写 Ц したもっプ、試

ポ十ぞ イトつ 平 t匈 1́■
~ご'あ る。

そ 4.イ Щ この |ぷ
‐
都可米十れ た

´
ア|レ ヽ‐ウム、粗 た`ヵムよ り鵜 亀紅 リデ

丼 ■顔ざ九tもや1ぜ小 丸 |ミ 写■導童繹生じ73‐もので'も る。 ■た人栞ミラ

ウエ写真 うヽ じヽ薇lLえ つ てキ4.ユ Щ に熟 しハ 。ヽ
′
お卜つた ミさ

l↑ 凛繋取蝿 囁 62綱り電′「F島 イ1/れ′7/3お よデス さで,4/れの で らっヽ。

そ4,{風 彰 )～こ各)の 1翼 彰 tざ この々 ゆ が 、平 均 由3恐″ギ宇びtと
ャ

ノヾ とし、たの強2介う と して冬 ぎ々 ~こ )ヽる ので 、写 ■で 由く

塊わオ
`て

,ヽろ 許・有 f専 たのも1及.oせ 夫 ζ"・で11び'ボ 人 い '書卜分 {ミ 界ミ与

す ら。上 に 写真 で'黒′く■七わ仁 て )ヽも たつ 弘■_そ れtヽ つ 'き,今 lざ 相

ヽ静ヨ1ミ 穐 ケ つ書ゃ‐分 、す ■為 ち脅 メ'ウ ‐)■ 0も 1ヽか に｀ 当.し て、)

ふ
 33.イ をIPζ .
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奪牛_1曇

(α)

51課ヵ■形′tな たアレミミウヘ根た縄 ,ξ車つ■tttt。

(α)へ (tン ミ|」・i香 としてつも1轟力■■プ竜おξび`書纂t!ミ

ン負 県 ■ ■ て入 つ つ積 場1■■ tた 。

組 ふえ 。 t´ こ IT球 +_λ 颯 に XЪリ デ 〇・ アで尽 じ飛、

X           0

(の θ.39あ すイフエッジ

CC) 1・ 5ツο す′(フ ■ ッヽジ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

―

一

一

(え) 49% 鬼
=■

-

一

←

―

―

一

(C― イ)

一

←

A一一 ～

8.?% 七年破

―

一一―A
一

10?



C・C-3

―

‐

“
〔‐―

一

(4-4:

―

´

―

―

や
‐

(ι―夕,

一

―

そ
´

|

―
―

― シ

→

‐ ‐

―■
"

→
ヽ

…

…

= 
■ ,

"́ .  ,

(`)

(3)

→

―

―

一

一

一

→

―

―

イ 1 ´



キ4.2凰  アリレミユウヘ

俎 夫績品 費4.1図 (の り

マ1彙 り報 ち負 |ミ 眠す も

ヽれ 。

る。 ■
^光

ら 強 た倉 Ⅲ と仲 び つ

社 ■ と lI量 6,に 一 致 して い る。

(4)■Ъlト ゲ (C〕 1下 全 体 としてセ

れぞ枚θ.8%,イ .ケ a/。 の弓t薇り■

形 ≧与 え
^tの

で 、■影 レンズ

|ミ の。と■っ級 市ヽ ,たで′ち Ъ―ス 九

式/を つ スヾ ヮ|ヽ
|レ ヒすべ′又も し

^
ゴЪ合 ′ミ1ト ミに基づ く風■ち1■ fT t

宅鬼現tt掟 弯 る`ヽス づぐ、 たの 1コ 前

スで 7卜 1レ の子要Fミ 寝禅tつ 住 ミ

|こ ヘ ミ濃14い どヽすイフ■ッジヒ番 ＼ したとき ,ミ く さ代 入 |ユ形 で'

あ る 。 こ の 颯
‐
形 と この の熱 墨鐵■ と建¬ドにし て み る と R一 轟 晶 粒

肉ぞも伸 び′哺―礁 でなく、また結晶れネはイ守ぴボ掏末tね て

)ヽ3 こ とるヾ キ)るヽる。

(沈)あ よ`び
:(0応

tれぞれ 49%ち よ`び'8.?%の も1飛 D変形 とか

たたもつで'あ ろ。■形量べ多く奪って t)う のて℃旭与」曖■ミ )ヽ、

12.4で を 家 ヒた よ う fミ FFt寸 う スヾ クト:レ リ ヽ汲 学誇卵ゴヒネた

うよ うな た巻摂[■ 0入 した とミ lミ 奮卜6｀ 仁 た 図■,ど に )ち よ`デ

(C― イ)tuぁ る。こつ船 、 たキ視 つ訳 禍ミ憂¥手 0～ 1つ篭 風必ご

スヾ 7卜 |レ つたボ リ 1ミ く ダベ
1又

九 くな る′こつれ てスキ ド ユン ト

ラス トろヾくし下 す るのパ礼 2い れ
^。

 し
^お

っヾ て ス ヾク ト |レ つ

九ボ リ よ りもヽ へ 幅 つハ t)え 等裸[ヒ lλ )ヽハ .'ヽ 一熱 馳地 へ て'

t響 で¬‡―燕 ゼ′
在 く 、 ■ 茶 森 晶泣 ネ !志 碑 ぴ ボ ミロ黒tれ ひ 〕Ъ

ミ と 1よ Cみ)お よ‐びてCDと 員 じ′
‐ぜ ち Ъダ 、 t∫ Iミ (リユ な っ て卑Q
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るヽ )ヽR議 で
l現

わ拒 て )ヽЪ す ベ リ 1ミ よ Ъ ■ ぶ 頭 鬼 に着ジヽt憔 る。

こC-2)の 鳳彰 噂 すイフ■ツジ ヒ 呵い )て ヽ Sれ た も つ で あ るべ 、

(ι-1)(ミ くゞべ 1て
中ミ ■ ■ の むヽ 今 ボ ノンな tl. コントラ入卜 T`良 1)

るヾ、に―イ)の よう1ミ 登づテ神 」ミ々 え |ミ 現 われマ )ヽ■ )ヽ.に-3)1さ

すイフ■ヽッジ■(4-2)の もつ′ミく6｀ べ てヾへヽ R減びλへ等て石 t

の z"あ も。(2.イ 3)で'ネ にハ破■ミ寝″気
“
)+8の え類 93ヾ (C―劫

′ミくダベ'て 夫tく なっ‐て )ヽる スめ|こ 、増ゃ口した 3の イミだitす え

の 3二 え乳が 4=画 1こ を□たδ仁 て ヽヽ ると亀件琴ス
「

ミキtる 。 ここ一七手う|ま スヾ

ワ ト lレ の九ポ リよ りt賞 ゝ1島 つ役 )ヽ九 年破 と,■ ヽ
'た

とミ |ミ く

δれ ハ颯

“

ぜ 、に-1)|ミ くタベスで ゝミ え殉いさてき下 して )ヽる
.

(C― 夕)は も2_夕 で:為
無じる よう 1こ 九豫喝 をたげ 、す/fフ ■っプ

と配合 て て衝病:型 摂Lの 及理 とミ 蔵 tて く S薇 為興ち で'ち Ъ.

ミ枚 1■ ほ とんど'(ι一つ コ ミご九及冷 膏 k tt t■ ち` りl寿 曳に

4負■ヽ さイてて 1ヽる ことろヾ わめヽ も。 また 1た この千歩 フイ|レ ターをIL

メトし、々と。331コ |ミ 薫 し不足亀 八ふ埼■パ 々のま ゝり た と興 り、

解‐6%μ 9j豫 リノc置 にすイフ■ップ芝尋ヨ入 し為。 この とt(C-1)

にな し入 IЩ■うの `ヤ ご号垣つユ及 ボ最 も
~r_で

)ヽ書卜す は自ヶパ ろヽ )

庵ヽ とな もの多く:眉Lサミtれ た。 また 3■■ つ号Lし くヽ つヽ委口さ塊 り

ヽ 色 とな も―て、封舞トリヘ亀 もヽ 6｀ 堤 t'飛 亀つ畿 ■■ にぢ b亀程 :壕

ろヾ}層
L援Δされ 、ζ2.6に ミベ'た よう1ミ 亀え で'も な Цt枚 た。)人

上 (4-イ )～ (C一 」つ の 各 鳳ル 「さ費 2諄 て `え
案 し た 各 く負議 ち ス の

代 約数 を た つ 恐 ゝ■ づitす こ 又 )`る 。

ゆ は 24・ 8後 のなゴb■ 靭 えた もので、喝 とミ って iヽ3光頸、と

すイフ■タヽジ:■
朴冷 て ス面積型型リ ノ■i■ 2ミ蔵 して得 ら疑 ハЩ

イイIし



影 で あ ろ.各熱 亀札 ヽ ウ/fOびり えパ九 ミく 4っ て 、曇 ミ崚 ヘ

の■化 iよ懇 ヽ 自きたンtヽ ■くな って 、)ろ た め ,ミ 、琳壺Jへ つ変イも1事 あ

ま り量莫晃 1ミ 麓Lttt t校 み t'。 試料 の最 もた つ訃分 は訊飛 りち q

lミ ふ千な緊 島粒 ネ リ影 電ポが織計の二も卜にもヽキ んで 1'も こと

が集駐烈tれ 色“ル花 とわ のア :レ ミミ句へ粗 た森 亀ヒろt請ミリヽ

彰 ttた とさり 史敬 輝 Rrcょ れ ば、粒 ネ ttの ■彰 は各恭 晶

札 のちこ とし だヽIミ ぉってα
‐
ず しt詢栞ミⅢlて ヽ

'肇
うヽ 、 A。 こ

の虹験 flで 1■ 、二 つ各 量つ で殺り tヽ tt Ъ よ うにヽテ多「‡駒 栞 さ

れ て ,ヽ3。        .

こ8)は 39.ケ%の た t奪 81録こつい つミカヨええ tウ ゼ '、 守夭 の

お 晶翠ユlC inし 飛 。 資 こず こつ書や分 等ヽ ゴつ 風・府た り 九 ボ D■

i蔵う こ |つ て'tち た、巻だた避イ甦1■ (入 . tり
`負

4イ・夕れ の 31うえ

り■彰 2が えた とせ |ミ 、 十 た 9暴 墨紅 へ又
n九 ワ 自ミヽく ヽえ マ

}ヽ3伸 ダハキト分で均響声した 。 θ・8%贅形 の

“

)t tt Lと 、そこ

と〔ミ ごキンテボ最 tイ申び1ボ たτ口、′魏寝中に■ヽ 6々力泉 |ヤ 吉卜時〕
「

じ

う初 婁ヽ で・
すで'′ ミユた)て しよう こと

`ヾ
あら` も .

-1■ として九与観■ へ りヽてく ∫れ たキ4.1図 (こイ)つ 鵜果に

つ0て 颯ち at影 した フイ,レ負≧″互      ■"ミ査 じる。

(《 _つ :ミ ネ した断面 AA之逮 してく ξれた光電乳 山黒 φく`々 4.Ъ 回

〔ミ■、した 由寒L又ノ鳳盛 |‡ 等庭ヽ ド訳Zり あ る。鳳奮もつ驀≒号多′ン負覧 した

写真 フイ :レ ヘ l■
‐
イース トマレコフ%ノ クネ■つ■琥―Xで '、 議影 条今 |

瑚ヤ皓と無今 ≧ lミ ピ′ミして その H― D山 泉濠t4葛 し■ . tれ tミ リ`

て 光 電 九 曲線 る`ゴ算 当 し た 光弘 及 が 賞牛_3興 り為 ド言こtた た 1

颯及 邑整 に よ う毛 つ て“あ 予.■ つ奇 尋 i‡ え つ議た分 う と しt

1(3



3・
ム

|

1・
ι・

ヤ牛.3鳳  5t葬り ■影 ヒうtプ たア lレ ミニウヘ粗大飛品の壼奇やつ

え量。典 えはや4.く 鳳 (4-1)の 崚範 AArき つりヽててい た

ものであり、 3.ム |ざ 轟亀札 ネヒミ して lヽb.

援Цtt tれ tl)b`ヽ ダ、このた312日 盛 ボ tつ 恐 ゝ■量 っ ミ磁

とこ b. じらヽ し りヽ意り1た {■ 相対 量 !ミ つ りヽてくも た のず、ィ(軌

(こ 1よ ゼ'日 言′つ在 貴 となっ軸倍 キ ととた めて4&大 量 ヒいいぬして

で ∫な 1ア夜 tず'な 6｀ こ りヽ。そのた り |ミ や4。 (Щ (ιィ )り Bち よヽび

ご と ゃ し た と こ ろ Iミ 直 千ミ θ.8〃 滋 の 、こ
゛
)不 一

'レ
L音 り て そ こ るヽ」

国市 t叔 も口 1中 地 つ ヤぐ れ 貴 ■梨 虻 ヒた 。 こ代 ょ り 資り訃 分

の平工む格 ケ弧 喝 k写 Ц とた 。 ■
～

だ
:構
「手イ象ミ撮 影 して漫、た な

や 百いミヽ 「寸 Ь蔦
1ド

に 作 成 した とで 、交も っ合 段 F鶴 (こ ■ 1,マ ア

プレミこウ `≒ 碑式'キ十および:カ メライミ寒いよQえtれ ス 〕ヽ■のて'撮影

住́尋 {■ tドコミ dで′ちぅた :し たボって鯉■っときの格 もを■

影 tん tつ るヽ ご、々っ凰寸 九 り礎こ 2刻 定 して格 きヽミ漁 ≧よL
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牧
~3~枚

ぽらち` よび C、ヤJつ 登量ボ 足より、■れて'れ ま了%およ

ゲ 1114%・で1あ つ

^・

このれ の九議たは総封負で tれ でれ λoθ

おょび:8,3て Vち ろりぜ、 資れをまであ`よデ イ子.4と ヽきてえ2~Ct

よく 、 こ9‐ 茸;建 亀ミユ て九ξ家た つ煮き健L雪‐lt uた たもっボ

凰 の 人 に記 し た 承 雄 彙
呻
Ъ ろ 。 こ れ ボ え ■ Sむ で ■ ミ ヒ 与 え て 〕ヽ

る。平均 つ神 ず lさ 8・ ?%Zuあ るろぐ、こ

“

によれば'黙乱地ネ ずは

'°

/o琴L魂ミしづヽイ申tが て )ヽな く、 きハ守夫 つ継亀tへ tり は 1と%つてや

ゲを黒 じ~い
'も

ところポちろウボ為らヽも.        ・

4.3 月tたちム (ご ヽ寸う考条

本援ムに去 ワー つつた ミな代響実は、 ミこで時中け とした ァ !レ ミ

ニウヘ縄 人森品 のよう (ミ 不 ミ自ヽ物棒 ワ乳 た とば た に篤鳴象 lミ

公 う ことポ で tЪ こ lミ ち 39光 群准 裁マhす 良嗅イ こょって漫、

た L織 う 試 、八 え が た 1■ 友 蛾、つ 尋 tlミ ー「む葡ttt Ъ . '疑 賤 t≧ ■ く

~3~ち
と慮 主 ■ 上 げ う こ と ど で tる うく、 そ の た め に 試 料 つ た カ

奇や あ るい「∫■fな う 1ざ 影 響建うけ、臭昧 うもつと霙在 、ス く

Ъ象亀キtるぐ■らも.■ ■韻
'料

iヽこ 発 生 し不 1こ おミ忍 t'■嗅 |ミ

～
■ 1こ ■

えダ仁 ると1いた6｀ み 夕ヽであ ろう。 な4_1で ニベ'ス よう|こ 争■囁

|ミ よって終 卜t刊朴 、二|こ 熟 写
‐
する場合 、威 九 {ミつ暉ラマ噂 cμ

以下 であって、現Vこパ疋 tす ■F乳嗅つミ■ に亀嶋くだ。ち も.じ

ハボって試ギ|の こ分千 1ミ 影 電k与 えЬミとなく、一ミ虚 ず

洸 表ゴご宝 Ъ .■ た た 3細t漁 ず冬 ゞ代 入 九 碑柱 図 るヽ ずた 力今 琴

ち Ь り 暉 ■分 玲 L弓響下す 瀑|コT兼 々 のミ峨
=ミ

2卑 し｀ 嘴 ず
｀
し

415



毛質与で 1■ で 〕ヽ。春褻え葛颯 |ミ よね囃
1、

こ奇仲ポミ癖 児っ颯

為分う と してイ詳まれるう` ど登るシ琴 ≧言ヽ料をき亀 lミ わたって■っ

ま ゝ直櫛 も こ とボ で き、 ま た t4.2で 黒 した よ う ,ミ 〕甦光寸

技 ぼ'資 れ パえき企 砲与 え、等村 ボ楓 卑又
υ
あ る。

モ ア レ議 |ミ ヽ ■ ろ為無 tt亀 3.4ぜミベ たバ 、た ア レニ のニ

つの欠鳥 嗜夕さいづ弾戦)つ 入 えボ島敵 蕉ttさ あ つ入 .々 4^{巴 つ

各 鳳形 奮み るとすヾ )に 基づ1く
キ 準 |ミ ふ さ強奮講載でヽ勤 寸 Ъ

■tよ く現 われ ス lヽЪ 」

欠 米 、 日前書 きL咆 い.た ■ワ理 たヽ として t■ &“ う↓食ぅて 1ヽ

3ょ ぅにザ 封樹 上 |ミ ュ笥書 きと袂い象して、 tつ 訃 命 やミ玉んだ

とさり回可ウl九 の秘唾商る`∫ギ リて 1ヽう 。 しるヽ しこれ 1ミ よれ〔ゞ
1言

式

袢 ヤ件つ平可∋的 なミ しへ知 ることが できな わヽ。れ '料金外 r、 ゎ

た る■イド・ズ

'■

援t兵甦|)も 1こ (■ 、ネ司く植1⊃ 庵 力Lt調イヽ■こち て る
.ど

、ヽ

ち る りヽl■ ピ ンネー
`レ

L置くミとtミ よつて、その一■卜奇
‐つ ミ ヒ現t

兵こし、 宅れ ヒ鳥武
1料

ぐ各 1,わ たって員ミ1き にな けなば ■ ダず 、■ト

隼 it尋 囁 るtる ｀ゝ b. じ
`ヽ

し不 以ヽ た二 tミ よれ ば
:亀

/4‐.ι で]ミ、ヽ 飛ざ

う 1ミ 部げキ全体 |ミ わ ハ つて たのイ■置 と こ の穐 た 。ミーた Iミ 録ttぜ

ミ 、イ筆粗つ ち 力 1講こしてす ぞ れ
~4、 )ヽも ミ とバわ るヽ も.

4.4 意とり

鳳薔 格 子 ■ 暇い)■ ■熱 良=2(め 本‐り1足ニ ウ 史島,「ムとして ア

fレ ミミウヘ堰人 継 ミ ともl薇 D■つ て t英 島 合 つふ 3■ リボ お、t

れ 案 ,縄品恭 I」-1ミ ち )ヽ~(■%ぶ 掏 栞 tれ ももヽ 、bЬ り 1■ ■ 4
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さ 資 ⊃ も` tt、 これ ■で当 筑 つあ ると こうプ ち 、た パ 、不 曳験

看ミ■りヽ
ヽイ早び

:iよ
検〕I■tれ て lヽЪ 。 また末亀墨ョコミヘ |ミ すい)て で中び:[I

不 エヨー で ち るこ と 、ち も 〕ヽ1■ す べ りに お 3■ 奪 どもな乳衰ttれ、

本 入 れま つく 多て い もえ つ特 く義る(1凛 めゞ象 た。

。貫 象 観52直奮苺Jこ試 琴手とヽ
~も

こ とうぐπ"ミ Ъ .

。 ■ の命 尋 ボ 鬼 ウ畿な含‐■ ち ろい |‡ 色 鬼 と して竜ヾ 場 合 礎

|ミ 為 ハ つ て 一 九 、こ様 [Ц t ttLるヽ∫ ＼ 直 喜 ミ の 奇
｀
布 ボ 聾

■ つ
`ヽ

ケ や 可
‐
t'。

。史最 濃ヽえt生米 つ心 ヽ二 1ミ 式 ヒ又亀 単で ち る。

。 た い浚tミ尽 た ■ ■ っ て お り 、 特 Iミ 不 ミ 唄 匈 谷 つ 退1ミ tミ

まヽ へ 動 π
υ
あ ら .

9郷Ц→登主載つ登 0■動 L興え■い
き も。
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場」章 分 返現 回甘番 子つヒ
゜
ッチ

慢 主の製 虻

従 来 、 6o~九 愚 鳳前 番,卜 の検 え は 、 た部 分 ミ1ミ
1ミ 団前 九 を規

洸 して行 わ 掟 て ヽ
'た 。 し 0ヽ しこ枚 に き枚 ば 颯`納訊各卜や 奮 と し

て 千 :咆 白31ご ど1つ
ギ■

'■

つ撻縫九 づtち Ъ むヽ しづヽ
`憩

Ъ こ と きヾ マ“t奪 1り 。

C° り`今竃たえうこイ暮イミす るむヽ 今
=ず

ら粛 ●91ご ういЬ^ヽ う■と して 1■ 、ビスリ+

設 九。こ各 孔寸 もヽ め Iむ 生 げ Ъ藪 ヽ っ ミヶ 、す 恐 わ ち 住裕 ヽイ咆

とマイケ Iレ ソン十 力苛 L´健 見 して
'tた

す うヽ裁 ツ あ る、)嗜 資七

■t祖ヽコ全′トラストとしてねL漫1す るヽ 素
⇒ポ Ъ り、資煮 t・ れ つ、

囃史ヒ蒻oっ て、)も 。 こ・tt~3-で ■ヽ竜ttミ ■ずくキ春きこ とミ 駐 とし

て米フミベ |、 以ヽ 11二 つラミ式 る` ダ台ヽ ∫もヽ 1ミ ややミス フト1ミ トってたミピも

翠卜きミt墳ょ史うぐヽ 熊 であ Ъc ミこで:tキ tの 下つ つり
～

lヽ′●1と し

て ん口先に34ン 密 に よつて 電 く午 tれ 為 今 九 ミ 回 前 1各 子 の ご っ争

■ た の壌、足 ヒ籠 っ た 。

」.イ  扱ムたつ 凛 11里L

乱れ 、荀
‐
九 |ミ lR t)ゞ れ 又 ,ヽる 颯

‐
」T雫武口専ほ とんど也相 格 子

であ り、キ J.1颯 1ゝ ミ したゝうに 7'レ ーズl■ イでうことに よ、■、

ち Ъ奮ヽ 1ヒ ガこ奄tの 蠍ミけりい こミスコレギー≧ミ〔〒ttて た り、ミ|ミ 手 妻

よ く して )ヽも ,こ の よ うな □書 構寺 L争 イ象九 年 要、1ミ お t)ふ 悔

イヽ ‐≧『:し てお えЪ准∫ぽメ イ.17)1ミ お ヽ
'て F(υ )。 ('― え_と ぉえれ

ばit、 0(υ)ぉ ょびぐLり と(1.1)|ミ し
^ず

って■根た理で■

f{6



わ し た も の 2冬 伐 0の お よ

ゲ 撃(の とす れ ば峰じ植 格 与 {よ

0の =ZP1/マ(“)ゝ

,(J.イ )

と言 け る。 こ こ 1ミ

9この =αθtt αrC鍋 のし%

(ケ“2)

で あ り、のこ1■ 往 墨 格 子 つ番 卜 嗅 IRヒ 生 ミ lミ う農枚 fミ よ っ 又畿 わ

した も つ で あ る。 0の は Rミ 亀識史
~で:ち

も も、∫ 7-リ ミやヽ 都むこ及

眠 で き

o(の =A。 十 Al“幻

“

屹

“

十 喘 )十 A2c劇 (上Q′ι tt ψa)十 … … ' (ユ 3)

と Zミ う 。i(5。 3)■ (1.28)と rヒ導友‐し又 与 るとィエネミψ村もぐ尊彎わ った スゞ

け で ち
ら
り 、 ゆ る｀ た の 或 杖 つ 凰す 光llミ 貴 邑 した 場 合 、 こ精口‡

え枚 で あ るもヽ j為 え 3杖 ■ るこみ 、
'。
 した ボ っ て薇 積 秘 テ :ミ つ

)ヽて し ミ七 ↑ で'た 無 し

^こ
と ぶ た の ■ ゝ

ミ ヽ ● れ る こ と ボ も

づ` り、 九 奪製 な ど の マ ス ク L再囲 燿 窃 笏 回 ミ年btこ ゛ ヽす ■ぃで'

格 子■ 、寸 奪 わち ピッデ 課■ L ttt定寸 ること 試で'さ も。

lヽ■ 、 A/)久 つ回前~光
」こi5~す

`1ボ

くの工衰tt AN“鳴(″魂
“
十ψv)

て'ち ンて、 生嗅 1弐液枚 バ NQの 咀W橘寺 |ミ よる国ミ↑懸 ミヽ し

)ヽ。 ち ゞハめて 'tれ ■43と たえれ t｀∫、 こ掟 まで っ―次九ミ嶽

りヽ莫 耳Lや軋 )ヽと イきく |ミ げで あ り 、 Nえ ジLL颯 1)て モノよ t状 と ボ

わ もヽ Ъ ,こ の場 合 、 牲 1■ 貝 波 数 が N倍 |こ で っ て 、1も こ と りヽ ゎ
｀

も3″ 4マダ為 裳ミした よ う fミ リ氏虫ヒ灰ゞ 力な時 工性力QI夕 b.

ヽ
　
　
　
き格鳩住

）　
　
　
たれ

た

一
ヽ

螂
―

ズ一

プ　
　
　
　
ル

戦
＼

興

入

Ｊ

〆　
　
　
々
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15.2 試 料 および
｀
リム足 七与K

次の 色二3マ」篤桑ヒミした葛式り時1■ オ5.1:鷲 1ミ ましし
^tり

て'あ る`。

、くつ試 料 嗜平難 力り 入上Jこ ア/L/ミ ユウヘ■亀 鬼
:し

て 、tの ア lノ

ミユウヘ衝|こ ん燿物等勿ν″ιで玖1埠 したものである。←■Ъド

ザ 争=■ は竜バ|イ年,94回 前 格 子ゼ'ち るボ 、今一■ lt考か九 塩 |ミ 臥 )ヽ∫

れ b社及 :こ え戴 した ものマ"あ る。

虹験 |こ |■ 及築 鬼奪 歌 趣 |うlヾ )、 γこれ ■オ J・ ≦し鳳 iミ 蠣ヽこワ建,回 1で「

格 子 は iフ"レ ーズ の4/1L満 ハす よ う に 転 置 した。 す な わ ぢ へ賦

光、と襲す た の た R`ミ を 5.(Щ に ネ し不 こりとく回神Tう略争 つム .つ ―

面 にヽ して増た萄 ■ Rミ の嶋デネとを もよ う {ミ 闊L置 した。 コ ン 〒"ン

イ震砲 SC

マス7M

■担昇多レンス“L コンテ レ`す―

レンス
｀
Cι

回輌蘭各卜今
コ ンア レサ ー

レンだ
1こ

1

ォ5,2Щ 分 旭凰凰摯 与つピ リヽナ叢 九熱え |ミ ミ 〕ヽた及著光像取

12θ



ォ J.ィ 襄  に°、ンチ畝 九つ濃1足に鳴 1)

∫れ た分 光喝 鳳前措 子。

拭 号 冶 きた換 7・ レーだ亀

す ‐ レ ン ズ
l亀

よ

リイたつ た し東 1ミ

|よ ― )た光 と た の

こ 亀 つ ス ´ヾ
フ ト

1レ だ 1‐

'こ
か、ヤtる

よ う {ミ して [ユ
験

LぞЬ た 。

キタ。3凰 つ写裏 ′ミホ じ

tk晏多レ Lだ Lム運Iし

ピて 1ヽ砲 )ヽ. Cι)'よ ナ

e― I

辟―工

辟一IL

26・イξ
′

26・ 4-5′

∫・θθ
′

300為物れ

30θ 1ヽ統π

600/1-/4-

5.5 え歌 緯永ち`よび
｀
為黙

試 料 今―Iイミつ ヽ
'て 食 )^え ■たつ朴 ミ ヒ

た.(α〕こ|ネ ーシた九二亀 リ スヾ 7卜
'レ

ポ` すヾ 又

^〕
乳合 であ つて l■ と ん ど ユントラストは住

イフエッジヒル動脇ん汐z tttrLに や｀して平・旬1ヽ

"ミ

1眠 )たミのス´ヾ

・
クト

'レ
ヒ取は )ヽた 士ち合 fミ くお れ桑鳳%で あ り、 これ とGDヒ■ヒ

卑ミtて ケ Ъとぐッ今畝 えに■
‐
)い く罪乳鴻ヒポ ■`とわ年 て lヽも 。写事

zド 亀く見えて 、ヽ 3苛命 {よ 九の31■ボ大 tЧ あ 3~て 、■・ミ 我パミ

の辞分 、すなわち幣 卜鳳鴫べ大き 〕ヽ卦分 ′ミ相単寸 も。(C)1専 す

くフエッジとや イ`聾県シュ慢ムに寄tた ギ翡どテlミ 冬∫れる直やヽ多り争ミ

である_32.3で為無したよう1ミ 冽収の+9■ Ъ■竜亀ゝミL減1褒Lし

ており、すイフエッジと0 1R Iを磐Щl,寄てた■ら合 1志
8く οと強3・

し
^ポ

つて減ケした 2の イ直だ`す光の3亀 たボ全体 |ミ わたって城

ケ し t tlう 。 々」、31コ つ (コ形 と み 3と 、 凰 古 不トト右 砲 |ミ わ た

つ て こ
゛`
り考■礎霧ヒ

'き

るヾ 功らЬ つ ろくり習LリミtキtЪ 3ヾ 、今ミ|ミ L i FPで 'ヽ し

た 警ドを■
口
I吉 、 沢ミ定 の 増ミ桑 ネフθ.8/π燿 1■ 婁ミ■・舅彙込 す 韻 えポ1ち

る。

イ』し1



α2)1え 地工しイ鼈リ スヾ クト
'レ

≧すべ て■影 レ ンだ ′ミ入れ

た場合 .

α‐)・すイフエッジ 21次 た の中ノヾ

まぜ癖 べtて ヽ lミ 球♂乳つスヾ

フト1レ ≧耳λMざ いたEち合 .

(C)サイフエソヽデ と 1,え 九の申

ノヾ よ りも■ 1ミ うた2い で'導 入

した名合 .

|   |

オニ 3咀  分 九員 回薔驀 十争 ■リピッチ観 九ヽ.各写嗅は lミ ー視 路 ≧ヽ

力 tて てネ してあ る。 (ι )′ CC)lミ お ヽ
'て

児り贅、左 kl終 卜栂、 の■まは

(■ ヽ 力す る.

イ22



(α) 1'た 鬼重メ砲つ

Lす べ て電震彰レ

た場 合 .

ス ペ フ ト
'レ

ン だ 1ヽ 入 れ

オ 5.4颯  含 九ミ回ミ町驀 争 G―工つ

対λ′てヽ マ項卜して葛みろ。

“

)′ (C)

竜力と|よ 1声ぎをす Ъ.

αり すイ 7エ リジを1えたの中

ノヾ減 "神入してヽや ■4Цのス

ヾ 7卜
'レ

を五た津意ヽ )た
'あ

合。

(C)† イ 73Lッ ジ
1乏 1え 九 つ

守ノくノ」「 りtイЪ興じよつミ■で1や

ク、した」ら合 .

に°
ッチ t史え。 各 写琴甲Iミー視 賢 ■

にお )ヽて 光つ弦た と養「卜盪 曝 り■

イ23



(ι)1仄 九t´考つ入ヾクト

ル とす ヾ(12影 レンだ :こ

え薇たtちや。 ・

αり す /1フ ■ッジtヽ )tt

の雫マ ■■・ I等 入 してミF■

う腹
「

晨ミつ ;(＼・フト,レ ■lRヤミ

)ヽス メ .1「。

こC)光寺獲ヒ7現に句短

□萌 穐 に警 入 に,t場・き。

ぞ夕.ケ 凰 分九|ヽ Ц町格 トキヽ 工のこ・1ッ ト社其_。 各 写裏 tよ 鳴―視議苺 ミミ々

さt又 ふ tて ち も。こιう́ こじ)|ご ら` ｀
'て たり虫晨 と朴 〕縄「ミっ

―
管数 と,I

ヽ 力むし、聰常に執 リミt択 3θ .17″ルタ多のi■ つヽり理茨 |よ 磯 じヽポ頓 Dθ 苺ゴと

に繰こす鳳へ雄えであЪ.

|     |

で碁



費 5.4Щ 慮試 料 争 IIに つ ′ヽて行 ぅ た え歌 森 果 で 、 1コ 前瑞寺

′ヨよ L:'Pで ヽ 、た疑「与唄 掲 つ 人 tl)ヽ分 J《 観」ヂtt tt Ъパ 、

化 の■卜を |■
~試

料 今―■よ りも 梃嬌―で ち も.格 卜Ц P取 つ た 竜 )`許

奇 り咆t卜 1こ 1■ 、キ J.4颯 (C)|ミ 見∫校 もよう|ご t、 な っっに°ヽソナ

■彗むポ'あ う。

オ 5.ダ Eい
‐t~司村 e― 正 |ミ っ、′―こつ穐 果 で′bも 。 すイフ■ッヽプ 甦

民 1)た こ∠う、ち よび'九毎撲 71■ ヽ
'た

(C)に ■ヽ攻薇ぞれ コ ン トラ ス

トボ生 げて ( ご ッヽサtiえ ■現 わ し■ lヽ bo cιぅち ょヽび
1(C)の 図形

|こ i■ 4-.Iつ 宅べ村 と Rげ よ う 〔ミ約 θ.8ノ″石み|ヽ 政ヽ り に
ロ
ッチ tええ ぶヾ 妥

め∫校 Ъ. ■ハ t蕉 よ りも紳 イヽ l`lミ 葉に"犠と言■ たちミ鶴 め ら
｀

れ Ъど 、これ |‡ 九年導こ■ lミヽヽ
'た

に)1ミ よく現 わ仁 マお り 、九懇

楔 ヒ颯 ヽ
'ハ

えら 1ミ 4郎pを 失た うt増 し―い )Ъ た め とミわれ Ъ.

このふ風りヽけ !■ 議 で銚ミTば ツヽサ
~言

見え 〕T援、りでLつ 」嬌ミ[尋こ、 1澤 ハヽ trヾ

θ。イ7屁化 つもので'■)bこ とポ わ 0ヽ )た 。 こ仁 工9(鳳 婁ヽ iミ 含 ま

れ て lヽも 格 も‐り奉 琴こは

6θ θ X θ“イ7・こ イθO'ト (『.4)

マデち もり した るヾ つて たの ご ソヽう―議 九 1■ 布咎卜織ヒィθθtt ξ Rゝ とヽ

して珠 こ と
~Cヽ

'も
ことパ わるヽ も,■ た L」

`ア
で ■、したむか

~■

九 つ翼及 ボ・化 つ苦卜有 ょ りt人 であ つて 、な ン冬 lミ tLよ りも格‐き

Ц IRボ
1メ
こさ ,ヽ。 ■た 晨亀婁ミ色シ襲イ亀左

‐3~3も つ とに累Ol桜 イヽミ1ミ ラン

グヘ∫ミ性.ご
′IC° リヽサ・督itt t tlり ∫枚 る。

イ2J



ダ.4 ま とめ

口轟キトきJミ よって発 生 した 史鳴搬 上 寝 つ■諷 お よび包 竜ミと

ヽ うえ たち (ミ 基 づ く本増 えユ (ミ よっ て 、今 な ス回苛 略‐卜 つピ

り`十官ええうせ九つ 誠た分琴 と して事申鉾全 亀 Iミ わた って ―及 ,ミ 場ヽ

えで ミ Ъ ミとが 自ミゞりヽ とな 、た 。 曳や祭つ試 料 1ミ フ )`マ 颯1夫ェ

ん縄 桑 、一 定 の 1ミヽ で繰ユ
~す ピ リヽチ‐ 九。ぐ褪 ら∫れ 、細 るヽ )ヽ|ミ

英ヽ つも の 1よ 九 黎甲哭とヽ 1`れ ば よく現、わ枚 bミ とボわ イヽ ‐ゝス .

こ々 よ .り z戯千『
″ツ厖 リネジ:ち もヽ

'1)為 早 稔 ど可変:政 九 2年

tマ 熊仏つあb不 良イミ苛tと写して、

…

θ″ノ%の 米ミト
子■二 lミ で■|■ て も こ と るぐ夜ノミ も。

イ」L6



絶 橘

春対 免 で l■ 先ず オ 1葦 lミ お 1ヽて 、本対 九 |ミ ミ l`b寧 象な 与

、薫 つ末ヽく嗜L鳴燻 ■楽きく と峡 は 、 た 奪 薫 とこ イt玉 とつ デミ
'マ

`ヽ
5牢て

瑾コミよ って ■ んだ'平砲 回前 後 卜 の■命 キ ≧試 料―のイ象砲 ユ |ミ 九

の誠 た 分 ■ と して ,1、 定す もヽ ス 1ミ つ ぃ て た 無 しハ。 そ の縄 桑

|‖奥 つ よ う 1こ ■ と め も こ と バ で'さ Ls

(1)凰 崎 名「卜 1■ tの ニ ミ 華 萄
―■ ち い )l~3れ ヽ 奇 ■ 1こ こ本イギ

う 牲 嗅 色9肇 球1■ 発 生 ttも と サ 奪 t tt Ъ.生 んだ 曰古 春

キ |よ 、も と の 格 与鼻 に 直 負 な崎 穐 ヒ為 え る と セつ 盤蝿 的

な う友ヒ畦 功欠と し、 tの 前 硼 ヽ 亀 の ■分 不 ■ ■竜ミ波 と し

て 史鳴 :ミ Iえ枚 交議 でキtて い Ъ こと るミロミダづヽ と■ ,飛 。

(2)盈 今 ■ を言芋嘲「つイ争穐 上
`ミ

光 っ 叉ゑ 分 尋 と してく もド 囀、

そ の■
‐ぎヽ 班疑産復諷 寸 ると言言う■■もで た た る ことめぐマ"ミ も.

資れ {■ ミ億 薫 (ミ 73S t,て Rう友枚 キ友変訳 瀬ヒリ復 、 R"鷲iな わ れ

て 〕ヽろヽ滉麒漁+岩ムと1ミ ピ こ と遊 すれ (∵
1ど 1`.す 奄 わち試

母 リ スヾ フ ト lレ 砲 て“ち う再じ″ジレル児国ざT砲 |ミ 九奪裡 ろヽ どり

マ 入 ク■寸 )tt‐て、腱 ■ つ Fヽ 011ミイ貝11書 1■ ミミキつ よう 1ミ

な っ 茶 ■ ん だ 回 す 格 卜 つ スヘ・ フ ト!レ iミ 拗
μ

ttι
ず
んみ鯰九ル2『 ヒ札

て ば
〕
い )ミ とざ わりヽ 〕

^.
キ と埋諄■メ〔す各翁1つ イ2訳為去 ′ミつヽ

'■ 具体 色つIF不たヽ し、t5

fミ tれ ti気験 fミ 計って4り た。 々仁 5~の 轟 永 t■ )た の よぅであ

る。

(イ ) 凱
'料 t馬 ,ヽす る霊甲ミえlつ 醐勧″留 」`ごた条 ヒハホえ 、
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奥 足 光年末 の九茨tと して黒 た颯、ミ!ヽ ヽ
'れ 暉

｀
、 その緯 九颯

tミ 垂 直 奪賀 料 苛 砲いこつ
.ヽ｀ ■ つ■分 不ボ 、イ象砲 ミ tの 前‐島

の検軌薇 置 で興たヽ れ Ъ。 した 製って た冬豫合 梓́ ■亀え

れ 1ず 、ゴ功サ1志 くつ各首 破 ワ積 ケtれ て'全 L■ R峙 (こ 風 え

マずせ bミ と るけ メ っ` ■ .

(2) マ ス ク と し て すイフ■ツジ ■ lλ い れ lギ
1く

い ヽマけ
で L. ミ つ

プ覧合 、
・ビヽ訂ヽ寝ヒ司七わ し~こ lヽも 興ボ多の実′曳苑ミと _■ ントラスト

■ 黒 合 て て ミ え れ ば 、 こ と う 1す た 鳳 前
‐
格 キヽ の 平 IS(■ 寝 枚

の スヘ・クト1レ イ■置にすイフエッジΣ貰¬入 して 、 t校 よ り甲ミミ

鮨ヽ地 つ スハヾ
7卜 lレ ヒ肇、商ミくのうヾぜ註も よ ,ヽこ とるくわ るヽ 、為。

(3)ナイフエップ Lミ j`た
場合 にヽ 3れ Ь図量御

~R■
iの スヽ 宙 り

とキ |ミ も烹囀 生ヽ コントラストをミ つてお り、 力曳友 tよ い。

こ量:ぶ たぜ くな もと を実友 t■ 碍 くな るので 登量 の■ヽ
‐
さり

とでに |■ t〕 ЬのごCtま し りヽ。

①  マ ス 7と し て 初調亀こ ミ 羊 ぷ 蔵幽 ″ 喝 易 曇 ミ●登ロミtつ て

直濯議的 1ミ 城 ケ して )ヽも なや楔 ■ 1｀ )`、 tれ でつム事球Lつ 六

ぷ り■党/せ |ミネλえば ヽえにく賞ミ t枚 、 この分尋 とイ象軸ミ

リ諷 ,証分 う と i■ ■ しく―爾たす ることるぐ4D`ヽ っ入。

(5)郡疑九 ジ駐を 喚 1ヽ人 と き 、     の回 部Tイ象は質ミ却も試 りλ

0ぐ り建示す いず 、ミミヘ マみク として面ヽ 型櫻_と 時 入す

るたザ中こよ P tt ti4■首ミゼlミ
、 すイ7■ッジと f■ いた とき肝

りも復■ つた 1■
及 |■ 負こす Ъ.

(6)醜 琴気可ど霙 つ Дヽ 理、と {ヽ じ'こ と
`ヾ

、 当ゝ 飛 ャ島ミ■ミし 、 電 tけ 衡

に す イフ■ッジ:t喬入 す る た 漱 、 ち も 夕`t■ )贄■ .穐 とヽ っ た
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黒 九環 ヒ員 tゝ て R襴コミすイフエッジ エt市 入す もちユ 1ミ よっ

て もミ 成 でit L.こ の場合 、単 亀、つミ 九漁 ヒRい る 崚 り

も た奪 票 ■ 日ミ
`、

もく{甦 l■ π"さ る。

(7)叉 二 り雉拳へヽ漱 イミよつて卑 亀で 現、われ て 〕ヽ英 Щ形 の大

本 :こ ヽた の 亀 ヒー哨静こ/」tlλ Ъこ と |ミ ぶ つ色 九 と して ■奇

■ ■摯lЩ でヽ る。

試料 |ミ 平薗々カポカロえ∫れた とで、ミヽ 負つこヒ測 史ゝす れ

1ず
1仁

九ち 亀のこと大虻寸 も ことがていミ Ъ。ゃ もキメ '1志 、■の

ために,凰 ミ↑朴 }21λ }ヽA‐/T‐ 汲ヽた去 といるヽ 1ミ ミ lミ す るもヽ 、史「象

つ 至 現、え 1ミ バ F寸 3ち 量 ヒ絞 「試 に た 。 あ わ tて 刻 え ポ λ lミ つ t,

~Ct_為
無 し六 。それ Stゝ とめ るξ次 の 魔う2・ ち Ъ .

(イ )平 通試 料 の養I音 |ミ よ も尋 ケ変化 な ど lミ よって生 υもな

気たの代 芥ヨ■ イ咆1意 外 ∫ れ るイ象η 二 つ 羹 友↑ ■ |° た ｀ く母多弯

す る。 それ 破遅 け も飛 め ′ミは試 料 ヒあらG,4ιぬν
"炭

ブ
レ

′ミRl日ヽ し、

ttボ 鶴 (こ 乃 b ttbイよ2撮影 し養 早 ■ フイlレ 有≧場ヽ え た 牛

鷲コミ・「ヽIF 3学ヽ'虫サとT打 れ tぜ よ )ヽこ とるぐわ らヽ っ た 。     _

0 歪 ん だ
:穐

「手僚 棋 最多じた フイ lレ4ヒ 濃ヽ 性 な 争 薫 ′ミヽ
‐
す る

ボ オ十と した と き !ヨI、 九 や 豫 、と賛 童 撃 置 と L命 雛lす る こ

とガぐで:さ る。 そ つ
^め

lご そ 童 議 置 にヽ す る銀 限 づヾ 奄 く な

り、 ■共 不 ミ ロミ彗申計にべ し てt及 ヽ た 感東 ≧組 tて る こ
l

と ヒダ 辱 と しそ 1).

(3)二 ヽ 気 の ■ と興 虻
‐~5~31ミ

暉 黒 )■ 格 子ヽ 亀 2ミ つミ個

の事いヽ2作 成 して 、一 竜 ヘ ウ建 ≧社rt iミ 乳 虻寸 権 IT｀ よ )ヽ。

件)ミ 個 つヨキナボ//1■ ∫れ 4｀ )島ノさl意 、_可料 ミ 1ミ 略 トヽヒミ

イ2?



た えttて 平 写 し、 その うち― 竜 負 の構 ト ボ緯、え褻こと平

薇 |ミ な るよう
.試

料
~2回

や、してジЦ女已ヒ資 えば よ 1).

(5)― ヽ 亀 つ祐 手珪ポ■ ス剤 だに
呻
特 えヽ 負 の生 t減、た■ も

|ミ は、格 子L終"九弩、lミ 賀rし て不lで けれ ば森ヽ、え瀑、と亀 ミヽ

亀 つ社製 理 えで ミ Ъ.

(6)可け義絆9為 無 の爺 永 、本 汎Цえ二 |ミ よЪ援ヽ たぶ た LT格 子眠

喝 lミ 逆L_rtaす ることぢミiゎ ぢヽ っ六。柊 卜鳴R■ 30」勺ゎれ と

し、 い やバ 40-鳳 奏tで 、́調  「ポiた の 1崚 ヽ彙 つ人

ttヒ 1ミって )ヽも とTTれ ば
:、

八え 可 熊な 交征 量 と して 1甘

ο,イ (μ t・ ち り、 ■た こ量 と に■「Fθ.θ θ67%と な って、ミト

隼 |ミ 威 た りヽ t'滲Цt為 漱 で′ち る ことパ 0ヽ ∫
`ヽ

と■ 、た 。

キ+苺 で:1■ 曳撫 の曳験 qと して ア lレ ミユウヘ相L人 織 晶 ■ろt敬

り4是彰 tt為 場合 つ【ミ分 ■ t冽点Lし 、え ネ で′
1■ イ申デ が 旬ヽワこで

れ て 〕ヽること、あ る 夕ヽtT粒へ lミ お tTも 不均 -4仲 ぴ な どと知

つス .宅 の絹永 、ォ 〈葦 ～ 費 3≒ つ考無 と合 わて 了今 りt史 畿

《)1ぼむン
~て 1ヽも え りヽ

//tボメ喧リ ダJ「こた 。

(1)ヽ 象物 ヒ直壽 |ミ ヽ '料 とす もミヒろぜ‐・ミ Ъ。

し )4/箸今 ボ 拠の強独_奇 神ち い P噂 亀九 と して竜、
1料

全 琶請ミ

わ 疼 っ て 一 九 lミ 枝 定it薇
・
も ろヽ ∫ 、 直 轟 ■ つ 分 ゃ ボ 耗 ヒ つ

るヽ サ で す り 。

(3)メl篭暑ジЦまこt養 米ヽの暉卜ちジ駄にrtlし て1ミ 当|¬ノマうる。

件 )為 け 漫 えヽ バ た と 場 っ て お り 、 無 ′こ不 ミ押ヽ物 体 の 浚、え
(こ

ll‐ へ効である。

(b~)佃―領主或つ :2つ な11動 と
'議

た■・■ も.

イ〔ゝ0



オ 〕 尊 て
:嗜

特 t〔ミよ る琳卜与 ミ だ 1す で な く 、 ミ つ 八 え 琺 P介

光瞑回す冶 ものぐ リヽチ毒こ九の対どこ|ぎ狐Rtた 。tリ ホ彙 lτ 文 ,

よ う 1ミ ま と め ∫れ も 。

(1)理善沖ヨム無 お よび` (劫 り森彙より、今 現ミえ二 |ミ よって分

光量口前 格 卜つノ番rtlイtr iミ 生 C′ ¬こヽ )も ビ°ヽソ今球 =九
ゼぅミ試 場合

Qに わ爽 つて ―■ に現1定 で'き bこ とボ日ミゞづヽ と奪 もた・

(■)八 た に R｀ 〕
^凰

前 魯 ふ |ミ |‡ 警分 自91こ 格 きunづご化 の評

分 よ りt交象 7し てい ると こう
‐
ボ訳 (め 3｀ れ た。 ■

^集
発 嗚

に生 げた に°ッチ議 九メalょ ゲー定 の |ミ 攻ヽ だ:篠
二寸 ぐッチ根

え Jぜ あ る ことイミわ るヽ った 。

訥 守

贔 後 に 、キ対 先 の た碍 t与 えてヽ
'■

■い
き、本身 先 の之 合 にヽ

してたえず 箕 亀 なィ住P稲 黒 2襲pた た■ た 準篠 日早潟 、僕 ド木ミ iミ

碗力斑却 ミ瀑 く嵐事はヽ
'不

しtす 。

また 、終颯 へ缶奪準P■7」亀、奪P式読:■ 1〕 ただ 〕ヽた実1■ヽ■大

様トロ 拠 助 旗 複 、■ 6｀ ず に本丹 電 1ミ 句ち 々下tっ
^橘

κ tミ

思 くおネL申 し上げ意す 。

日Lづい40年 12R9日

夫限 夫 像 太 像 亀 ■像丹 礼弓

イ31

ミ 時 ■ †
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諷 波 な ゴび
｀
に読 史 員銀

本舟 先 に鳴す も議 颯 な ゞグに詭 ■ :■ 次つ とお りで あ る。

1.式 シ■

「 た 力褻 失」こち` す`Ъ咀ミ●格 子つた 民」

ォとも凰 た {ヽ物 理 像含 奪代 議 颯含  11ャ ーiV~2

0乙ネニ37年 10ミ 1{日

「
鳳萌 格 子と夙 tJた ス′力 減ヽえ   4ユ コントラλ卜との キヽ紳

な工九

ヤイο回 力 嗅物 理撃颯燻 ミ合武 演ノキ れ_V11-7

昭和 3?年十R{曰

「 口甘 格 子Li｀ 〕`たカ カ燿ゝ た  援ヽ た 01」

キ 10日 々 風有υ理 や囁イ■ミ合 議 颯含  れ―V11-8

昭黎Q38午 4ミ 1日

「 回前 格 卜と lゝ )`た ヽ 電■ 二 :ミ よ るこうヽ た  ミiへ 及 |ミ 鳴

す 3為 無」

ォ4風 々 |、 4η 理 '7含 奪然ミ議 城食  3「 II-6

ぶLttQ 5 9年―fOヽ もLl    、

「 凰¬岬橘「き と 1ス リた再 颯神ヽ ス イミよ るこ興 ‐え 衆議理この■イ乙Ъ｀

よが'卑 亀た 、ツ色1九 lCよ う■模 tl

や碁 回々鳴詢 理 セヽ告年 1ボi宅ミ3■ 言 3P― I-7

B乙ネQЬ曽与_10!ミ 3颯

「 □苛 格 子とRり た再 |コ 前 ス 1ミ よ も■tttt Jれ cJι燿
"び

Pζ 。■

2撻乳員 しさ《Jけ のげ4″τ物2И 2ネ蔚ミした島′きJ

434



キ11回 た ミ物 理 守嗅く、理合 議 澳含  2に―Bヽ λ

昭和 39午 4ミ ユ曰

「 凰ミ●牢辞む ヒ牡鳴 6つ そ搬え う良とた えた こ滉ミ足」

キ 14暉 え′嶼力傷ミ合議 寝含  4-l?.

5召和 37年 9ミ 8日

「 葺日前 灌 に よも回岬T不計きり に°、りうど苛た九の夜 Ц」

ヤオ 回力凰物 理 冬含 年代 議 寝含  4ャーV-7

日群神 3,午 (1ヽ 4巳

「 凰神ケ不魯卜 と颯 りたヽ 颯■年ス :ミ よ るこ漫tt スハヾ クトlレ萄 1ミ

九年不奥≧喬 入 しな士諄4ミュ

々ユケ凰力 1ヽ 物 i■ 寺含 や賛 哉 颯合  」ャ
ーVI-7

鴫和 31年 11ミ タ邑

「 凰請 格‐卜と設蹟
=輩

とた たハ ミ刻 え  平 萄 々 力 |ミ よ もこ貪

昴 り ,ミ た と tつ た Rュ

お 12日 々 lミ 4勾 理 年 瀑亀 ミ会 議 演 含  6Pヽ Kヽ 9

昭和 40年 4ミ 6日

「 口す 番 ト ヒ ω力 れ 銅″ ″れ と為 た人 ■瓢 足  引 誘たり■

tt tt■ ア!レ ミミウ負担 夫秦ヨロRI｀ つ茨口｀」

オ26凰 蕨マ:ヽ 物 コl憮含 毎公 式 ジミ含  コhz― 今 イヽθ

日已摯 4-0‐3_lθ 員と日

「 鳳 ヨ■竜気■ ミ 2う r〕
｀
た 日 前 弔 Fふ のイ象 砲 積 製 ず足 lミ よ も企 t

イ象り4■ゝ

ぞ妬 |ヨ た lヽ物 理 や合 句ヽ瑠峙議 涛ンミ 2ャ ー下-2

Bζネ鳳4-0年 10R`と 日
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ェ.守aえ

「 日前祉 卜ヽ2破撻L材たとしてRヽ りみた々現t亀

々愧物理 墨 ,イ 33(1963).

'loptical Diffracti_o ll ‖etlto(1_of Strai_n tteasurement

Based on Hot・Lu■ 8_tion Tl■ eory':

1lochnol. lleっ 1」 s. Osaka Univ. lL ・
う)9 (■967).

"Furtller Oonsi_derati_on on the l′ leasurelnent Of 3train

Distribution by tl■ e Use of cOt DifflL・ aCtion Gratillg`:

TechnOl. itept s. Osak●  Univ. l牛 , 521 (1964)。

':I_mage of tlle Optica■  Gratins i4o』 .ulated by tho Signa■

and its Applica‐しion to・ the 'lo ast■rement of Strain

Distributi.on::

AT_3p■ . Opt. ュ, 825 (196ι卜).

lfFiae■ity of iStrain :Pattern olld rieasurelnent of Strai_n
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